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自分のｽﾀｲﾙで始められる婚活をご提案，
婚活を考える皆さんに､結婚相談所選びで失敗しな

いで欲しいから金額の負拐を減らし､長年の実績で

バックアップ､全国一律のサービスをご提供いたし

ます｡あなたの婚活を全力で応援したいから､あな

たのスタイルで選んでください。

　|1　　　1y、1　｡＾回　　　●･‘､1－

仲人協会は

●入会金１２,０００円(税別)●初期登録料６,０００円(税別)

●年間活動費３０,０００円(税別)

●お見合い料:男性のみ８,０００円(税別)

　仲人協会と

　結婚サポートセンターは

　一般社団法人仲人協会連合会が

　運営しています。

　【ｲ中人協会グループ】

仲人協会＆結婚サポートセンター

全国62ヵ所の拠点であなたの婚活を応援します

m◎回
●初回データ登録料：５,０００円(税別)

●月会費５,０００円(税別)

●お見合い料:男性８,０００円(税別)女性２,０００円(税y
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巻頭特集

ふるさと写真館

中央線甲斐路の四季

～田中五I‘雄さん撮りﾄﾞろし作品から~

特　集

新緑の空気いっぱい吸って…

公園で憩い､遊ぼう!

14　輝いて

　　食育月間編

健やかな生活は｢食｣から

１６ 新･甲州に食あり回　和食(日本料理　絹屋)

゛ミシュラン料理人｡の昧を提供

１８

２０

２２

２８

30

やまなし自然山歩回

富士見山〈身ｕ尚尚〉

特集
山梨平和ミュージアム

石橋湛山生誕130年

あの街この店測

笛吹市春日居町

館・観・惑●ガイド

ふるさと・やまなし通傷

常設コーナーを一考

32　インフォメーション

●表紙写真:収穫を迎えたサクランボ(南アルプスlli)

●コンテンツ写真:新緑の川俣川渓谷(北枕巾)
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■大白鳥(小淵沢駅~長坂駅､2002年6月撮影)

　　西から低気圧が接近すると、にの辺りには時折､不思議な雲が出現する｣(田中さ

　ん)という｡この日も上空に長く大きな雲が現れ､電車が来るのを待っていたかのよう

　に親子の白鳥をイメージする形に変化したけ(雲は)数分間しかこの形をしていな

　かったので､電車と交錯したのは本当に偶然｡思い出深い一作です｣。

・静寂・水鏡

　(長坂駅一小淵沢駅､1990年5月撮影)

　　　田植え前のひととき｡静まりかえった谷地田

　に､甲斐駒ヶ岳など南アルプスの山々が水鏡と

　して映し出された｡この作品は、JRの大型観

　光キャンペーンのポスター(写真下)に採用さ

　れた。
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I青田（長坂駅～小淵沢駅､1995年5月撮影）

　　田植えが消んだばかりの田園風景の中を､さまざまな物資を積んだ車両が走り抜けていく。

　「中央線の貨物輸送は夜間を中心にダイヤが組まれることが多かった」（田中さん）というが､目

　中に長いコンテナを従えて走る姿は牧歌的だ。

・小雨降る勝沼ぶどう郷

　(塩山駅一勝沼ぶどう郷駅､1995年5月撮影)

　　鶴(もや)がかかった山々と青々としたプドウ棚の間を電車がﾖ

　り抜ける。｢晴天時も良いが､雨にも風情がある｡特にﾌﾟﾄﾞｳの:

　は大きいので､雨音が心地良く響くんです｡これもまた､山梨な

　ではの]･趣』ですね｣(田中さん)。
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・甲斐路の゛うたげ。

　(小淵沢訳~長坂駅間､2000年9月撮影)

　　　｢沿線に咲くコスモスに似合った電車を撮りたい｣－｡こ

　な思いを持ち続けていた田中さんは､コスモスと同系色の

　座敷電車が県内を通過することを知り､ダイヤを調べて

　影に臨んだ｡天候にも恵まれ､青々とした空と､ピンク色の

　車や花とのコントラストが際立っている。
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■富士初冠雪（日野春駅～穴山駅､1993年10月撮影）

　　前日までの雲が切れ､初冠雪した富士山が姿を現した。「甲府盆地の

　鉄道沿線から富士山の初冠雪がこれだけきれいに見えるのは珍しい｡積

　雲量も例年に比べて多かった」と田中さんは振り返る。

■夕焼け空(日野春駅~穴山駅､2001年11月撮影)

　　標高が比較的高い峡北地域には､富士山がダイナミックに見えるボイ

　ントが点在する｡｢富士山と電車を組み合わせた写真は､新幹線の通る

　静岡をイメージする人が多いと思いますが､山梨にも素晴らしい場所が

　あることを知ってもらいたい｣と田中さんは力を込める。

■銀河鉄道(北杜市長坂町内と新府駅近くで重ね撮り､2001年3月撮影)

　　宮沢賢治と親交のあった保阪嘉内の出身地である韮崎は､暗闇の中を光の帯となっ

　た電命が走る゛銀河鉄道の街｡として知られる討日野春駅(北杜市)近くでレンズを絞り

　込み､そのまま10分程度の長時間露出との組み合わせで星を撮影した後､その足で新

　府駅(韮崎市)近くまで行って電車を重ね握りした｣という手の込んだ一作。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ海猫sⅢ11R�ll

傭噫
Ｉ清流・桂川（猿橿S卜烏沢駅､2004年Ｈ月撮影）

　　JIIと電卓の「流れ」を強く意識した作品。「鉄橋近

くから桂川を見下ろす構図も良いんですが､清流をポZIr･;･………｡

イントにするため､あえて川岸に下りました｣と田中さ　‥

ん｡電車の先頭と後尾すべてを入れるため､6両編成

車両にこだわり､シャッタースピードは8分の1程度に

絞った。｢出来上がるまで何度も足を運んで試行錯誤

を重ねた作品です｣。

Ｉ山路に咲く一本桜

(新府駅~韮崎駅､2006年4月撮影)

　　電車と線路脇に咲く一本桜との距離が近く､遠

　方のハケ岳を花と花の間にある空間に入れ込んだ。

　｢あまり知られていませんが､私の気に入っているス

　ポットの一つです｣(田中さん)。



■神田の大糸桜(長坂駅~小淵沢駅､1994年4月撮釦

　　桜と歯車のコラポレーションスポットとしては､勝沼ぶ

　どう郷訳､甲斐大和駅周辺と並んで有名。県の天然配

　念物に指定されている巨木で､推定樹齢は400年とさ

　れている。｢エドヒガンザクラの変種で､筒が浅い個性的

　な花弁｡撮影当時は樹勢が良く､実に美しかったんです

　が､観光客の姿はまぱらだった｣〔田中さん〕という。

■桃の花咲く丘陵(新府駅~穴山訳､2001年4月撮影)

　　　｢この周辺からはハケ岳をパックに撮影する人が多い｣(田中さ

　ん)というが､あえて南側にアングル向けて鳳凰三山(地蔵ケ岳・

　観音ケ岳・薬師ケ岳)を従えた。｢鳳凰三山の残雪と白い電車で

　統一一を出し､フレームとして桃のピンク色を強調しました｣。
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■新緑の渓谷

(勝沼ぶどう郷駅-一甲斐大和駅､1995

年4月撮影)

　　芽吹いたばかりの新緑がまばゆ

　い日川渓谷。｢木の種類ごと色合い

　に微妙な違いがあり､山間地を走り

　抜ける電車との競演は､まさに山梨

　ならではの風景です｣(田中さん)。
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■小さな踏切

(石和一泉駅~春日居町駅､2001:

撮影)

　　甲府空襲(1945年)で疎開

　中学校時代を笛吹市春日居！

　過ごした田中さん｡｢今でこそ

　花が美しい場所ですが､196[]

　〔写真左〕までは水田や麦畑

　がっていたんですよ｡夜は寝な:

　鋼鉄車両と木造車両の車輪の

　違いを聞き比べていたのが思

　です｣。
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■新旧列車のすれちがい

(春日居町駅~石和温泉駅､2008年4月撮影)

■お久しぶり!

(長坂駅~日野春駅､2010年5月撮影)

　　　県内から蒸気機関車(SL)が姿を消したのは1970年。

　それから38年後の2008年に県の大型観光キャンペーン

　の目玉として甲府駅～塩山駅間を5日間限定で走行した。

　さまざまな場所で゛撮り鉄｡がレンズを構えたが､田中さん

　お気に入りの一枚が桃の花咲く笛吹市内討D51(デゴイ

　チ)｣と｢スーパーあずさ｣の新旧を代表する車両が交錯

　する瞬間をとらえた(写真上)｡その2年後の2010年にも

　甲府駅～小淵沢駅間で4日間登場｡田園風景の中を汽笛

　の音が響き渡った(写真右)。
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SL～あずさ･誕ﾂﾞlΞまで
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1962年に撮影した｢ローカ」ﾚ気動車l｡通称｢ガソリンカー|として

親しまれた車IIIliで､甲府駅-一塩.山駅間のローカル‘.･[?II{に対L.Jli

‘I'睨化区間だ、た甲府駅～韮||14駅}剛に投入されていた

rﾉｼ｀尚

甲府駅横内で､長年､にわたり貨物の入れ替え作肩に担かっかＵ２

型機関中l｢信玄い1970年に句T退恚､その後は新鶴城公園

の旧県ヽy.科学館隣に展示された

‥
昌
司

｀

ビ
ｉ １・

1959年､甲府市塩部の甲府ll叉高校グラウンドから撮影したSLの旅客

列車｡付近には建物がほとんどなく､田畑が広がっていた

1961年､日野存駅～穴山駅問で撮影しか夏山列仁ひ山シーズンが始

まると､販京から臨時準急｢穂高り｣が運行され､11(内は多くのか山客で

ごった返した

:●lji

,

こめに!

東日本フリーエリア

期間限定「大人Ｑ休耳倶楽部パズ」
ｙ

’-
ｌ

･､９　　ｚ　°‘”１；　　　　　　　　　　　昏　　　　j｀″

北陸フリーエリア

　Ｉ’‥７．’・八八

　　-’ｎ・‥・．･ ･．ｊ　ｉ■

●φφ・扇から・・糎●鮭鐘|ま』咄l●

　・噛と愈ａ・●ご剥月い1・lll・λ.

a期間：２０１４年６月１８日(水)～２０１４年６月３０日(月)

5期間：２０１４年５月１８日(日)～２０１４年６月２６日(木)

　　　東日本ﾌﾘｰｴﾘｱ北陸ﾌﾘｰｴﾘｱ

　　　２０１４年５月１８日(日)～２０１４年６月２５日(水)

　　　東日本ﾌﾘｰｴﾘｱ北海道ﾌﾘｰｴﾘｱ

体旅客鉄道株式会社J･マ

.限東日本全線十限北海道全線

　東日本ﾌﾘｰｴﾘｱ　北海道ﾌﾘｰｴﾘｱ

25､000円
　　　’　　　　｜

●忿馥ヱり71盧ｒ剔扁1･た迦吋ま世£．｜

●｢大λの仙ｌ麟塵●｣¶Ｚ｣檻あ嗜め･こ･利屈いたたくにgま.｢戈λの休日傭衛傭｣へのλ●が

　・･蛮てす.

●｢フリーヱり７一如一騎鐘･軸畠･●a･傭・ll・1仙迪嘸歯・la僣運章幽幽歯－よぴ自ＲＴ

　ｉか●り畠り幽幽です.また､畠右●じ励塵腐め欄・沓壷lt・11.a・息で僣・●槽宦朧もご剥

　扁い吏Sll幽す.

●富士・唇●喘で●・する｢フジサン軸・JS・鐘車1ご働車掌・埴●l處着・●旛●.｢・士豊山●車｣|こ

　●・ｔａ堰合li●廠●がll11ごＳ審です1鯛齢●1.

・こ利用開始臼の1ヵ月前から前日までの発売箇所の営業糾問内にお求めください。

｜♂|rj S ･＝･･ij＝＝＝＝==

いたしませんｉ｢大人の休日倶楽部

JIER〃－-|－･j･J¶
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 　 r S J S r r ¶ －カ ー ド ｣ ( ク レ ジ 沖 カ ー ド ; で 決 済 す る 禰 希 に 限 り 発 売 し ま す

｡ 娠 謀 し く は ､ 専 用 チ ラ シ を ご 覧 い た た く か
､ J R 東 日 本 の 駅 係 員 に お 尋 ね く だ さ い

匹笑石莉石篠ＦコLii!.､www.jreast.co.jp/otona/

北畠道

フりｰヱljy ・

凛ｌ＊

ﾌIU-ZIly

　北魏‘

ﾌll-ヱ’i? ・

IGRいわて銀河誤道雄

三陸鉄道線

富士急行旅

伊豆急行旅

搦ガーラ湯沢駅、

鹿島サyカー

スタジアム駅は

臨時営業です。

り
１
４
嗜
Ｑ

―
岫
１
一

一
一

１同時ぷｍｍｍ哨８



･ﾀﾞﾋﾟ21･≒芦1-

|中五十雄さん
「
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
美
し
さ

　
　
　
　
　
　
４

ｒ
ｓ
ｌ
‘
４
ｅ
ｊ
＿
ａ
ｌ
Ｍ
ｓ
ｅ
Ｊ
ｔ
ｊ
ｚ
７
レ
戈
’
―
゛

｀

』
Ａ
’

’
じ
ト
タ
’
―
一

　鉄道写真の愛好家゛撮り鉄｡は、

IIC両そのものを主役に据える人が

多いが､半伊紀以上にわたって中

兜線を撮り続けてきた田中五l･雄さ

んの作品を見ると､その視点は主に

四手折々に多彩な表情をみせる山

梨の大自然に向けられている。

　｢もちろん鉄道は子どもの頃から

長
年
の
撮
影
を
通
じ
「
風
光
明
媚
な
故
郷
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
す
田
中
五
十
雄
さ
ん
＝
甲
府
市
国

母
５
丁
目
の
自
宅

好きでしたが､それにとどまらず､生まれ育った故郷の美しさを写真にとどめてお

きたいという思いが強かったんです｡ですから､構図としては､列車や電車をなる

べく控えめにし､花や川､田園､山々の風景などをﾒｰﾝにしてきました｣と話す。

　｢静｣の風景に｢動｣の被写体を溶け込ませると､時には｢動｣である電車も

｢静｣に映るから不思議だ｡｢カメラのシャッターは当然､高速でなければいけな

いですし､レンズも明るいものが不吋欠｡デジタルカメラは､さまざまな機能があっ

て便利だと思いますが､それに頼ってしまうと『ありのまま』の姿が表現できない｣

と､カメラは今でもアナログ式を愛用している。

　撮影ポイントにもこだわるため゛定番｡より､足で稼いだ場所か多い汀花々が美

しいシーズンなどは､一発勝負をかけて県外から有名地にビジターカメラマンが

押し寄せますが､山梨県民としてはそれでは満足できない｡『地元ならでは』の場

所を探し､納得いく写真が撮れるまで何度も足を運ぶんです｣｡1998年と2011

年には写真集を自費出版し､大切な記録をとどめた。

　カメラを初めて購入したのは公務員をしていた20後代汀当時の中央線沿線

は､甲府｢b‘内でも建物があまりなく､本当にのどかでしたよ｡この半世紀の間に景

色は激変しましたが､それでも美しい場所は今でもたくさんあります｣｡退職してか

らは妻の喜久子さんも一緒に出掛けることが増え､撮影後は近くの温泉に立ち

寄ることか楽しみだという。

　田中さんは､小学生の国語の教科書に絨っていた詩の一節『さなえ運ぶ子､う

し追うおきな､家内そろって田植えする｡きのうの畑は水田となって､晩にはかえる

が歌いだす』が今でも撮影の原動力になっている｡にの詩こそ里山に広がって

いた原風景｡時代は変われども､これからも県民が美しさを誇れる故郷であり続

けてほしいと願っています｣。

･.I，;III･j!i･･iliII
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･さんが自費出版した2冊の写真集 愛用したカメラはすべてアナログ式

1960年代の急行｢アルプスり･(キハ55系)｣｡III火線初の急

行列車で､当初はディーゼルカーだ、た

へ４四知
･?四

中火線初の特急｢あずさ(180系)｣が誕生したのは1967

年｡ﾎﾞﾝﾈｯﾄ型をした先頭IIC両が特徴で、ﾋ越線汁､野駅～

新潟駅)に役人された｢とき｣と共通運用していた｡JR東日本

は､1993年に導入した現行の｢スーパーあずさ(E351系)｣

に代わる新型車両･E353系の開発計画を打ち出していて、

乗り心地の向llや消費電力の低減を目指している

｜　　’　　　　　　゜　　ｺ･　　　５‘ﾖ1’.ﾆ’t　l　　

-ZI●

I

:ハイジの村･市営オートキャンプ場があります

i2万円～７３‘|万円
i㎡～57白,05㎡＠35,000－43.0CO●墨客価桔帯/600万円台　　塞内－極

　　‥･　－－－--・･･-‥‥‥‥一･.･一.・‥－.-.－，._.,－＿..拠り
可中北呻第11681号●用途/無指定活域●廻目/山林●腫ぺい率ﾉ4C％●容積

●７通'JR中央掴｢韮崎|駅から車で約20分(13kl)､中央道須玉ICから隼で11分

笥/都市計画区域外●即建築可●取引/売主●設備/東京電力､公営水道､公営下

パンガス､雨水貯留槽●公共下水受益者負担金30万円､水道加入金315万円別

づ・ ④ ③ ② ①

⑦
６

ｍ

③ ⑨ ⑩ ⑩

⑩ ⑩ ⑩ ⑩ ⑩

ｊ

学校の東方､ﾂﾙﾊﾄﾞﾗｯｸﾞを東へ徒歩3分

凛一種住居地域

宅地

､4/60％●容積率/200％

仙交｢国母小学校｣バス停約540m(徒歩7分)

裂件ﾉなし●取引/売主

･斉み､即建築可能

/電気､下水道､プロパンガス､側溝

l図才於言ﾃｽ7「
-』､,-S;雷齢･

a。函

②
-
③

七｜　｜゛1こ帽

ヅ
俵

＆⑩
淘

商談中｜間聾吽iT律指令箭４１２号開発許可建指令第412号

ｊ

区厘 �数 坪敷
車偏防円｝ 価格(万円)

19835
60.00 １８５ 1,110

19876 60.12 １７５ １,０５２

③ 20024 6057 １７５ １,０６０

④
202.12 6014 １７５ １,０７０

⑦
207,89 6288 １８５ 1,163

18673 56.48 １８５ 1,045

山梨県知事第11-850号
求む古民家･田舎物件･分譲用地

Mrl･-ｒｌ

　住所甲斐市篠原2845-4

～お問い合わせは
TEL055(276)5914

EAX055(276)1896
賃は建べい華府は容積率 広告有効問限/平成26年6月末日

仙田山回りll
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I県立まきば公園

　　(北杜市大泉町西井出)

　ハケ岳南麗に広がる県立ハケ岳牧場の一部を開

放して整備された｡コミュニティーホールやレストう

ンのあるFまきばの館jを中心にFまきば｣にちなん

ださまさまなスポットを備え､ヒツジやヤギ､ポ二－

といった動物との触れ合いを楽しめる｡雄大なハケ四
岳や南アルプスなどの景色も美しく､毎年10月には

4jx，
東
沢
大
橋
・

レストハウス赤いl

　頑貼

ね

歳

美し義
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　よJ郷］

北肆町レ
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　　･･..s●●･り.2tugi

　･.I.まきぽ醤・｀　･‘｀･゛９が
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■白州･尾白のー名水公�ぺるが
　　(北社市白州町白須)

　総面積20認で､名水と森か豊かな

公園｡尾白川に面したFリハーサイド

ソーンj､森の宿泊や森の散策か楽し

める「フォレストソーン｣､イベントや

総合案内を行う｢セントうルソーン｣、

ハンガ[]－やテントの｢キャンピング

ソーン｣､温泉､噴水､池のあるrソルト

スパソーン｣を備える｡オーガニック

Ｎ
－

]漱

至帛こ見｀

白州中忿

り

/･.･･14111111

jl社市j.●白丿削ソ４．｡Ｊ=…………

　　　オート字ャンづ場／･‘

尾白の・６”｀
　　　．ｔ犀白の森キャンブ場

　　‾名水公園べるか

野菜を食材としたレストうンや温泉施設｢尾白の湘｣から取れた塩を利

用したオリジナル商品などもある｡入園料は､夏休み期間中とゴールデ

ンウイークが1人200円で､それ以外の期間は無料｡温泉の入浴料は

大人720円､小学生420円(北杜市民料金あリ)､定休日は水曜日(夏

休み期間は無休)。

ぞ
錨

TkΥμmana痛l1 /り



■芸術の森公園
　（甲府市貢jll）　　　　　へ

県立美術館と県立文学館を禰４
し､随所に彫刻やモニュメントか配

置されている｡手入れの行き届い

た園内は､ハう園や日本庭園など

がヽあり､紅葉の時季はイチョウやカ

エデか鮮やかに色付<｡自然とと

もに芸術・文化に　ー

触れられるのか同

公園ならではの魅

●

力｡県立文学館では

６月29日まで資料

紹介｢村岡花子と赤　｀

毛のアン｣を開催､

iiiIil

県立美術館では7月　　　………

19日から開館35

周年を記念した｢生

誕200年ミレー展｣フ　　　、Ｉ

か始まる。　　　　　i｡

|
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■金川の森

Ｓ

　　(笛吹市一宮町国分)-=･………

　３６ａに及ぶ園内は､マウーＸ

ンテンハイクやサイクルカー　lj.･

トなどかできるrスポーツの･バ･．

森j､多彩な遊具を備える｢どＶ

I.≒:･･i、

　　伊.’

鎗親密･

専一1

゛
=

…………●゜゜'゜゛･=1ii－

1

il｀

…………

…

………
ﾌﾟ……

…

1

　･1ｙ
ｚ…

…………
1………

…

..･

-●jヽ-･'sv″●●aiF●・l胃4.S}IC　｡゛一一=1.,八　ダ
んぐりの森｣森の中の昆虫こT●9ヤ

や野鳥を観察できる｢かぶと･｣T

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■■　　　－
むしの森｣､ドッグうン施設のある｢こもれびの森｣､季節の花か譚

める「さくらの森j､芝生広場の「ふれあいの森｣の６つのエリアで

成｡子どもから大人まで､さまざまな楽しみ方かできる｡電動アら

ト自転車のレンタjしもスタート｡｢金JIIの森祭り｣r森の清流まつ1

｢体験教室｣など､季節ごとに多彩なイベントを練り広げている。
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■赤坂台総合公歯

　(甲斐市竜王)
　「ドラゴンパーク｣の愛称で親しまれている｡２万ＳＯＯＯ平方

なの芝生広場､アースワーク広場などを有し､シンボルとなって

いる展望塔からは甲府盆地か一望できる｡富士山一の滑り台、

り｀ﾉり;細目f､ヽμtj踏こ－4･|-1S--lj－｡｣･s“ぁｰ･･I‘－｀－

こ
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銘鵬市y｡

叫芦玩，
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　　　　　I

■御勅使南公国

一

　(南アルプス市六科)

敷地面積約343の大規模公園｡御勅使tみ･｡゛
　　　　　㎜■㎜㎜■w㎜　･･･'ﾐf●rw･四･4㎜○●●●aE冥こ1●4?　　s一　・　．~丁･jg7
たい】Jjlの河川敷を利用して訓･む1､IS　‥=ﾋﾟ=一式こ;:?1

1-144已4あね●一一･、●一一一一一一　　　　　　　　　J'〃.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－-には､多目的グラウンドのほか､子どもから大　4’

人まで楽しめるスポットか多数ある｡中でも家一廓『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Qs一族連れでにぎわうのか､ローう一滑り台などのl･　……………

複合遊興が揃っている遊興広場｡中央広畑に　こI;

ある｢徒渉池｣も子どもたちに人気で､夏場は水遊び場として利用されている

|一心－ふ¬･●』ミ乙･･●･I』=･･－　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　...－－－I.･･d-.-|－tw'SalajJにも､アカマツの自然林を利用したジョギングコースや散策路､広大な芝生広場な

どか備えられている．

- 一

　　　　　　　　　一一一一I笛吹JIIフルーツ公■

　(山梨市江曽原)

敷地面積約20ａの大規模公園｡富士

　　　　　　　　－一一　－一一■書吹jllフルーツ公■’二2ノfl･

　』●-･･･-- -”



|桂川ウエルネスパーク
(大月市冨浜町鳥沢)
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客やまぴこ支援学校,゛

　　宮谷小嘔校＠･へ

゛XX

（富士河口湖■1小立）ｋ

　河□湘南岸に位置し､大石

公園や小海公園と並んで､湖

畔を代表する公園の一つ｡６

月20日から7月１３日まで開

かれる｢河□湖八一ブフェス

一妬

雨　）へ

ティパル｣のメーン会場にも.ご5

　'言

二言

z゛ﾉ

至御

ドブ

ー－一一

椚1い9必
なっており､間間中は毎日午後9時まで､薄紫色に染まった匠

内がうイトアッブされるので､昼間とは違った幻想的な雰匠

気が楽しめる｡湖畔では自転車の貸し出しをしており､サイク

リングしながらいくつもの公園を゛はしこｙして､それぞれ呪

雰囲気を楽しむことができる。

]照

　敷地面積釣42ａの大規模公園｡乗

東部地域を見渡す丘の上に､畑や田

んぼ､雑木林か広がＳ｡毎週日曜日に

は､収穫や野良作業といった農業体

験を通して野菜に親しむ｢士の子あそ

び｣､毎月第2木曜日には､菜園のハー

を収穫してハーブティーやものづくりを楽しむ｢ハーブca↑e｣を実施｡そのほかにも､種まきか

収穫まで1年間をかけて農林業に親しむ｢里山農林業体験｣や｢収穫祭｣など､季節ごとの多彩

イベントを通じて里山の魅力を体験できる｡広い芝生や遊具のある遊びの庭､ドッグランや八

ペキューサイト､レストランや会議室(有料貸出施設)を備えた里山交流館なども備えている。

一

ぼ起■八木崎公園

｜

■諏訪の森自然公園
　　(富士吉田市上吉田)

　標高約900儒､富士吉田市の南に位置し､｢冨士八インスパーク_

の愛称で親しまれている｡総面積約14以て､園内には寛永年問び

1640年頃に防風や雪代(雪崩)対策として植林されたといわれそ

アカマヽﾘｶﾞ1¥生｡太さ約41i､高、･､.I!

さ約３３な以上の巨木か５０本ほ、:･liJ

どあり､森林浴にも適している。･y･

遊具は一切設置せす､芝生広場でj:

●

＆

スポーツや休息を楽しむための　･1
シンプルな公園だが､雄大な富士

山を間近に拝めることから､観光

客にも人気。
｜
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Ｉ匈Ｈの｢給含の時間｣そのものが含有活

仙の場｡幼卯､期は歯同権彰一の十両)･な

ど､||'1湘なので､よく噛Ajで含ぺろ､おわ4､に
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食
に
関
す
る
知
識
や
判
断
力
庸
養
い
な
が
ら
、
健
全
な

食
生
活
を
実
現
す
る
「
食
育
」
。
２
０
０
５
年
に
食
育
屋

本
法
が
施
行
さ
れ
、
全
国
各
地
で
食
文
化
の
継
承
や
地

産
地
消
の
推
進
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
む

れ
て
い
る
。
６
月
は
「
食
育
月
間
」
。
山
梨
県
内
で
食
惣

に
励
む
女
性
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
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松野　恵子さ，
(甲府市食生活改善

推進員連絡協議会)
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ワイナリーだから出来る!!
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１

一
－
■

Ｉ
　
■
■
■

－

■

-J

●Ｉ記帳相談

　　　新規開業時の税務署への諸手観きか

　　ら日常の記帳･決算書の作成まで分かり

　　や酋＜ご指導いたしま酋。
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菖-s･士ｓ人甲府青色申告会-q日l府地lz会-

Su・申li
　所得税･消費税の決算･申告の手続きを個

別指導いたＬま首｡面倒な減価憤却費のZ十算

もコンピュータにより作成･印峡いたしまー。

般社団法人甲府青色申告会
甲回市丸の内1-11-/ TEL055･232-2382 FAxl05♭-232,2375 Em日illkoulual

目パソコン会計の個別指導
　貪色申告のメリットである歯色申告特別控除65万

円をより多くの瓢楢に受けていただけるようパソコ

ン会計による複式簿記の普及を推進しております。
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甲
州
に
貧
あ
リ
韻

う
な
ぎ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
懐
石
料
理
…

。
ミ
シ
ュ
ラ
ン
料
理
人
〃
の
昧
を
提
供

　
織
物
産
業
が
盛
ん
だ
っ
た
昭
和
4
0
年
代
ご
ろ
ま

で
、
地
元
住
民
や
関
東
・
関
西
方
面
か
ら
の
仲
買

人
ら
で
に
ぎ
わ
っ
た
富
士
吉
田
市
下
吉
田
地
区
。
レ

ト
ロ
な
雰
囲
気
か
漂
う
そ
の
一
角
に
今
年
４
月
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
ブ
ン
し
た
の
か
「
日
本
料
理
　
絹

y
ぶ･.｀;.‘，

　　　rlr｀●
●iiさ!■-=▽

参‘
ｊ

j｀.I‘

　　　　一

一.-’

屋
」
で
あ
る
ｏ
“
＆
ｌ
ｋ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
店
内
で
は
、

う
な
ぎ
や
ド
ジ
ョ
ウ
料
理
の
ほ
か
、
地
元
の
句
な
食

材
を
使
っ
た
日
本
料
理
か
堪
能
で
き
る
。

　
料
理
を
手
掛
け
る
山
際
幸
史
料
理
長
は
、
新
束

調
理
士
会
顧
問
と
し
て
、
全
国
各
地
で
料
理
人
を

ふっくらとした身に､甘めのたれが絡む上品な昧わいの｢うなー｣(3600円.種別)

1

jl

指
導
し
て
き
た
こ
の
道
4
0
年
の
ベ
テ
ラ
ン
。
［
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
関
西
］
で
一
つ
星
を
獲
得
し
た
京
都
・

祇
園
の
う
な
ぎ
店
「
う
桶
や
う
」
の
料
理
長
を
務

め
た
経
験
も
持
つ
。

　
山
際
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
凝
縮

し
た
「
う
な
ぎ
の
蒲
焼
」
は
、
浜
名
湖
産
の
う
な
ぎ

を
白
焼
き
し
た
後
、
蒸
し
て
再
び
焼
き
上
げ
る
関

東
風
。
ふ
わ
り
と
軟
ら
か
い
身
に
、
上
品
な
甘
さ
の

た
れ
が
絡
む
逸
品
だ
。
さ
ら
に
輪
島
塗
の
漆
器
か
一

層
、
味
わ
い
を
深
め
て
く
れ
る
。
こ
の
蒲
焼
を
自
宅

で
も
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
真
空
パ
ッ
ク
の
贈
答

用
も
販
売
。
塩
焼
き
の
う
な
ぎ
を
煥
製
に
し
た
「
う

な
ぎ
の
ハ
ム
」
、
ゴ
ポ
ウ
に
う
な
ぎ
を
巻
い
た
「
八
幡

巻
き
≒
実
山
根
か
効
い
た
「
う
な
ぎ
の
お
茶
漬
け
」

を
加
え
た
セ
ッ
ト
も
あ
る
。

　
一
方
、
美
濃
焼
の
器
に
美
し
く
盛
り
付
け
ら
れ
た

料
理
の
数
々
か
楽
し
め
る
懐
石
料
理
は
、
甲
斐
サ
ー

モ
ン
や
季
節
の
野
菜
な
ど
、
山
梨
の
食
材
か
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
出
汁
に
使
う
昆
布
の

産
地
を
料
理
に
よ
っ
て
変
え
た
り
、
５
種
類
の
醤
油

を
使
い
分
け
る
な
ど
味
付
け
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

「
料
理
は
す
べ
て
最
初
か
ら
手
作
り
し
て
い
ま
す
。

本
物
の
日
本
料
理
を
日
で
確
か
め
な
が
ら
、
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
図
山
際
料
理
長
）
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
大
森
広
さ
ん
は
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
事

業
を
展
開
す
る
「
神
風
」
を
営
む
一
方
、
平
成
2
3
年
に

日
本
料
理
店
を
創
業
し
、
翌
年
に
は
２
店
舗
目
を

開
い
た
。
そ
し
て
昨
年
、
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
「
世
界
に
誇
れ
る
日

本
科
理
を
提
供
し
た
い
」
と
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
店
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
山
際
料
理
長
を
迎
え
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囮」自営業､フリーランスのみなさんにお知らせ

金
国民年金にゆとりをブラス。自分で入る公的な個人年金。

　　掛金は､□数制で自由に設定､自分でプランが作れます。

　　　　掛金は全額所得控除で､節税対策になります。
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治
産
地
酒
に
こ
だ
わ
っ
た
懐
石
料
理

虹
美
濃
焼
の
器
か
便
わ
れ

目
に
も
鮮
や
か
だ

落
ち
居
い
た
雰
囲
気
で
糾
珂
が
楽
し
め
る
店
内
。
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日本料理　網屋

剥:-Iりnllr下吉|115一12-16

!10555･2･1･8883

吟業鴎=|11』　平日ランチH:30--14:o【】､夜17:30～21:OU(ラストオーダー)

　　　　　　　1]曜定休

ｔ－ムページhttp:ﾉﾉkinuyamachi.com/

う
な
ぎ
の
蒲
焼
、
う
な
ぎ
の
ハ
ム
、
八
幡
巻
き
、
う
な
ぎ
の
お

茶
漬
け
か
付
い
た
贈
答
用
セ
ッ
ト
（
１
０
０
０
０
円
、
税
別
）

職人か一つ一つ丁寧に焼き上げる蒲焼。

浜名湖産のうなぎを使用している

町
屋
の
風
情
が
漂
う
「
日
本
料
理
網
屋
」

ゝ・

　ゝ

ISjで?1

kt､j〃

１

れ

ジ

４鴉

｢ミシュランガイト関西｣で一つ星を獲得し

うなぎ店の料理長も務めた山際幸史料理長

料
理
を
発
信
し
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
」
と
瞳
を
輝
か
せ
る
大
森
さ
ん
。
富
士
山
の
雄

大
な
景
観
と
併
せ
て
、
繊
細
な
日
本
料
理
の
味
わ
い

が
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
心
に
刻
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
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山
麓
に
は
『
句
碑
の
里
』
も

　
富
士
山
は
、
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
や
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
的
な
存
在
と
し
て
、
国
外

に
知
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
山
の
持
つ

崇
高
さ
が
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
世
界

中
の
人
の
心
に
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
と

美
意
識
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
ん
な

霊
峰
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

か
ら
１
年
が
た
つ
。

　
京
王
は
そ
の
昔
、
こ
の
世
に
二
つ
と

な
い
山
と
い
う
意
味
か
ら
「
不
二
山
」
と

も
呼
ば
れ
た
。
ペ
テ
ラ
ン
登
山
家
に
と

っ
て
は
、
あ
ま
り
な
行
意
欲
に
駆
ら
れ

る
山
で
は
な
い
が
、
日
本
人
な
ら
ば
コ

度
は
・
ひ
几
て
み
た
い
」
と
思
う
人
は
多

い
、

　
と
こ
ろ
で
、
富
に
を
見
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
場
所
は
と
こ
で
あ
ろ
う
か
。
海

レ
、
陸
‐
に
問
わ
ず
、
至
る
所
か
ら
応
Ｌ
は

兄
え
る
、
山
か
ら
眺
め
る
宣
ト
、
山
麓
か

ら
眺
め
る
応
仁
、
侑
か
ら
眺
め
る
富
ト

・
・
・
人
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
万
は
違
え
ど
も
、

ど
こ
か
ら
仰
い
で
も
応
Ｌ
は
素
晴
ら
し

い
。
山
能
か
ら
Ｕ
雲
に
げ
る
山
容
は
迫
力
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が
あ
り
、
花
や
湖
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
も
象
徴
的
な
姿
だ
。
ま
た
、
山
登
り

を
し
て
い
て
富
士
が
見
え
れ
ば
、
誰
か

ら
と
も
な
く
「
あ
っ
、
富
士
山
だ
」
と
声

が
上
が
る
。
と
り
わ
け
、
汗
を
流
し
て
た

ど
り
着
い
た
山
頂
か
ら
で
あ
れ
ば
、
そ

の
感
激
は
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

　
「
富
士
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
の
は
、
そ
の
地
域
や
山
に
と
っ
て

も
一
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
だ
。
そ
の
た
め

か
、
京
王
の
付
く
地
名
は
、
全
国
に
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
。
た
と
え
富
士
が

見
え
な
く
て
も
富
士
の
形
を
し
た
地
域

の
山
を
『
Ｏ
Ｏ
富
士
』
と
命
名
し
た
り
、

富
士
に
模
し
た
『
富
と
塚
』
を
造
成
し
て

き
た
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
富
士
へ
の
靉

れ
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
占
代
か
ら
富
し
山
可
視
圈
に
住
む

人
々
は
、
富
忙
に
よ
っ
て
季
節
や
天
気
、

晴
朗
を
知
っ
た
。
つ
ま
り
こ
の
山
は
日

常
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
る
の

だ
。
富
卜
が
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ

て
い
る
一
番
の
理
由
は
、
生
活
し
て
い

る
場
所
か
ら
毎
日
、
目
本
の
最
高
峰
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
と

思
う
。
ま
た
、
芸
術
の
源
泉
と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
て
お
り
、
浮
世
絵
師
・
葛

飾
北
斎
の
代
表
作
『
富
嶽
三
ト
六
景
』
な

ど
を
見
る
と
、
民
衆
の
暮
ら
し
の
中
に

常
に
回
…
十
は
存
在
し
た
。

　
さ
て
、
⊇
ｍ
士
」
の
名
を
冠
し
た
富
士

見
山
は
、
身
延
町
（
旧
中
富
町
）
と
早
川

町
の
境
界
に
あ
る
。
西
に
南
ア
ル
プ
ス
、

心
に
・
冨
上
川
が
広
が
り
、
地
元
の
小
学

校
の
校
歌
に
ま
で
歌
わ
れ
た
ほ
ど
地
域

に
・
万
有
し
た
、
住
民
が
訪
れ
る
出
で
あ

る
Ｉ
ま
た
、
そ
の
名
前
乃
通
り
、
れ
た
り

口防仙田川明りn
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富士見山展望台から身延町内と富士川を望む

　甲府方面からは国道52号を南下し､身延町役場(中富総合会館)手

前の橋を右折､寺沢川に沿って進む｡間もなくすると､道路の両端に

石の句碑がある｡ここが『句碑の里‖と呼ばれる場所である｡久成､堂

平を過ぎ､平須地区に出る｡富士見山には､富士見山林道沿いの平須

コースから登ろう｡平須バス停の前､石の階段が取り付きである｡最

初はスギ､登るに従いヒノキの植林が多くなる｡登山道は一本道で

あり､整備されているので迷うことはない。

　さらに道沿いには山頂との標高差を表示したプラスチック製の

案内板が多数設置されているので､ペース配分を考慮しながら登る

ことができる｡昔の作業小屋と思われる廃屋や念力大国神を祀った

石祇や鳥居が設置されている｡3ヵ所ほど崩壊している場所がある

が､鎖やロープが設置されてあるので安心である｡登るに連れて素

晴らしい樹林が楽しめる道である｡稜線近くになると小さなジグザ

グ道が多くなる。

　稜線に出る｡右が御殿山､左が目指す富士見山である｡10分で(富

士見山)展望台に到着する｡南アルプス､眼下には白く見える富士川

とその周辺には身延町(旧中富町)の集落が点在し､まるで箱庭を見

ているような景色か広がる。

　展望台から20分ほどで山頂に到達する｡ただ､山頂は展望が悪く、

樹林越しに景色が望める程度｡帰りは同じコースを下ろう｡なお､堂

平から富士見山を目指すコースもある。

　国道52号－(車で)20分一平須バス停－150分一分岐－10分一展

望台－20分一富士見山一20分一展望台－10分一分岐－100分一平

須パス停

ﾌ句碑の里](墾田の千本桜)公園

平須コースの取りｲ

絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
富

士
見
山
林
道
か
ら
は
、
1
0
カ
所
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
富
士
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
山
は
県
の
条
例
に
よ

り
１
９
６
６
年
４
月
１
日
に
南
ア
ル
プ

ス
巨
摩
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。

　
富
士
見
山
の
山
麓
に
は
、
―
計
に
わ

た
り
石
に
刻
ま
れ
た
句
碑
が
１
１
６
４

個
（
平
成
1
9
年
現
在
）
設
固
さ
れ
て
い
る

『
句
碑
の
里
』
と
呼
ば
れ
る
（
墾
田
の
千

本
桜
）
公
園
が
あ
る
。
こ
れ
は
旧
中
富
町

ら
　
が
全
国
か
ら
俳
句
を
募
集
し
、
石
碑
に

皿
　
し
た
も
の
で
、
当
時
は
ギ
ネ
ス
記
録
に

四
　
申
請
し
た
そ
う
だ
。

四
　
　
　
　
　
（
山
梨
山
の
会
・
塩
渫
良
雄
）
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冨･

.･･身延町役場･．
ｊ中・鋸合会館専ヱマ

早jll町・

Ｘ
　
９

身延町

ＮＰＯ法人｢山梨山の会｣

　1998年に設立｡40一一70崖代のクラブ員釣100人で構成する山岳愛好団体｡登山､ハイ

キンク･､沢登り､クライミング､白然侃‐活・などを通して､クラづ･晶同士が自然からの恵みを共

有している。　　　　　　ホームページhltp://eyama.web.infoseek､co.jﾛﾉ
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イ・

工１
ツ
ト

ﾓ萬方
Chinese Medicine

　
「
血
圧
、
血
糖
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
高
い
と
言
わ
れ
、
再
検
査
を
勧
め

ら
れ
て
い
ま
す
≒
ま
だ
、
薬
は
飲
み

た
く
な
い
し
、
『
ま
す
、
や
せ
て
み
て

は
』
と
言
わ
れ
た
の
で
・
：
」
①
病
院
で

減
量
を
す
す
め
ら
れ
た
②
結
婚
式

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
近
く
、
今
ま
で
着

ら
れ
た
服
が
き
つ
い
③
ひ
ざ
の
痛
み

が
な
か
な
か
良
く
な
ら
な
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
肥
満
を
解
消

し
よ
う
と
試
み
る
方
が
い
ま
す
。
ち
ま
た
に
は
多
く
の
減

量
に
関
す
る
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
。
医
学
的
な

裏
付
け
‘
の
あ
る
健
康
的
な
方
法
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
。

そ
し
て
、
あ
れ
こ
れ
案
す
る
よ
り
、
２
週
間
程
度
、
集
中
し

て
「
や
せ
て
み
る
」
こ
と
で
す
。

　
今
日
の
相
談
合
は
お
医
者
さ
ま
で
し
た
。
「
実
は
、
医
者

で
健
診
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が
メ
タ
ボ
で
、
し
ば

し
ば
受
診
者
か
ら
『
先
生
も
、
ち
っ
と
や
せ
ろ
し
Ｉ
・
』
と
、
言

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
≒
漢
方
は
専
門
外
で
す
し
、
あ
る
患

者
さ
ん
が
、
み
る
み
る
や
せ
て
、
検
査
の
値
も
改
善
し
た

の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
私
も
決
心
し
ま
し
た
」

　
手
前
味
噌
な
話
で
す
が
、
漢
方
（
東
洋
医
学
）
だ
け
で
な

く
、
病
院
の
薬
や
検
査
の
結
束
（
西
洋
医
学
）
を
も
考
慮
し

て
、
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
る
薬
剤
師
は
少
な
い
と
忠
い

ま
す
ぷ
わ
ん
や
、
4
0
～
7
0
代
の
中
高
年
を
専
門
に
対
応

し
て
い
る
薬
剤
師
は
、
全
国
的
に
も
稀
有
（
け
う
）
な
存
在

で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
事
情
か
ら
か
、
医
師
の
ご
家
族
、
場
合

に
よ
っ
て
は
ご
本
人
。
看
護
師
、
薬
剤
師
、
エ
ス
テ
施
術
合

な
ど
、
当
薬
局
に
は
、
い
わ
ゆ
る
。
プ
ロ
々
の
減
量
希
望
者

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
体
質
に
合
わ
せ
た
漢
方
と
、
食

習
慣
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
２
～
３
週
間
で
５
～
1
0
ご
の

減
量
も
身
体
に
無
理
な
く
健
康
的
に
可
能
と
な
る
。
医
学

的
ダ
イ
エ
ッ
ト
≒
「
4
0
～
7
0
代
も
実
行
可
能
≒
特
別
な
運

動
な
し
で
、
薬
を
飲
ん
で
い
て
も
、
や
せ
ら
れ
る
≒
下
腹

や
ウ
エ
ス
ト
の
減
少
が
大
き
い
」
と
大
好
評
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
だ
ん
だ
ん
と
薄
着
に
な
り
、
下
腹
の
ポ
ッ

コ
リ
が
い
よ
い
よ
気
に
か
か
り
ま
す
。
春
の
健
診
シ
ー
ズ

ン
で
も
あ
り
ま
す
；
春
の
衣
替
え
・
服
を
Ｉ
貝
う
よ
り
、
や

せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
東
洋
医
学

会
会
員
・
輿
水
秀

之
＝
臨
床
漢
方
薬

局
ナ
オ
ル
薬
品
・

甲
府
市
住
吉
L
n

‐

１８
・
2
6

昔
０
５
５
・
２
４
１
・

３
２
１
１

（
コ
ｓ
ｏ
（
こ
９
ｒ
コ
ｐ

ｏ
ｙ
ａ
ｋ
ｕ
．
ｏ
ｒ
ｇ
）

囚111､･石川削附d､扇
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I少期から青年期を過ごした山梨での生活のほか､言論人､政治家としての活動を5一構成で紹介している2階層示il

　
山
梨
ゆ
か
り
の
政
治
家
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
教
育
者
と

し
て
も
知
ら
れ
る
石
橋
湛
山
（
１
８
８
４
～
１
９
７
３
）
が

今
年
９
月
で
生
誕
１
３
０
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

山
梨
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
甲
府
市
朝
気
１
丁
目
）
は
、
湛
山

に
関
す
る
常
設
展
「
石
橋
湛
出
展
－
石
橋
湛
山
の
生
涯

と
思
想
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
１
９
７
２
年
の
日
中
国
交
正
常

化
に
尽
力
し
た
供
出
の
活
動
を
解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
加
え

る
な
ど
約
２
０
０
点
の
資
料
で
、
そ
の
歩
み
と
功
績
を
紹

介
し
て
い
る
。

　
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
階
に
設
け
ら
れ
た
石
橋
湛
山
に
関
す
る
常

設
展
示
室
で
は
、
「
幼
年
～
青
年
時
代
≒
平
和
・
民
権
・
自
由
主

義
を
貫
い
た
言
論
人
」
「
時
代
を
見
す
え
た
政
治
家
」
「
湛
山
の
思
想

の
現
代
的
意
義
」
「
県
内
に
残
る
湛
山
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
の
５
つ
の

テ
ー
マ
で
、
解
説
パ
ネ
ル
や
写
真
、
書
籍
な
ど
を
展
示
。
幼
少
期
か
ら

旧
制
甲
府
中
学
（
現
甲
府
一
高
）
を
卒
業
す
る
ま
で
過
ご
し
た
山
梨

で
の
生
活
、
早
稲
田
大
学
時
代
に
培
っ
た
思
想
の
ほ
か
、
『
東
洋
経

済
新
報
』
の
記
者
と
し
て
戦
前
、
軍
国
主
義
と
植
民
地
支
配
を
批

判
し
た
論
文
や
、
敗
戦
か
ら
Ｈ
年
後
に
首
相
を
務
め
る
な
ど
政
治

家
と
し
て
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
１
９
５
９
年
に
湛
山
が
中
国
の
周
忌
来

首
相
と
会
談
し
て
発
表
し
た
「
石
橋
・
周
共
同
声
明
」
な
ど
、
日

中
国
交
回
復
に
向
け
た
湛
山
の
功
績
を
解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
を

増
設
し
た
ほ
か
、
湛
山
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
の
関
係
図
も
加

え
た
。
開
館
時
間
は
午
後
Ｏ
時
半
～
同
５
時
。
火
、
水
曜
日
休
館
。
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１階で甲府空襲などの戦争関連資料､2階で石橋海山に関する資料をJ

示している山梨平和ミュージアム｡ボランティアスタッフが運営している
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泰洋経済新報の記者時代､軍国主義「生誕130年に当たり､現代においても熱あ廿ない海山の思想をあ

らためて見つめてほしい｣と話す同ミュージアムの浅川保理事長植民地支配を批判した論文の数々
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1947年､濯山が甲府一高で講演を行った記念に同校に贈った橿毫のレプリカ
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日
蓮
宗
僧
侶
だ
っ
た
父
と
母
と
と
も
に
東
京
か
ら
山
梨
に

転
居
し
、
富
士
川
町
で
過
ご
し
た
幼
少
期
の
様
子
も
紹
介

日
中
国
交
正
常
化
の
礎
と
な
っ
た
湛
山
の
功
績
を
解
説

す
る
コ
ー
ナ
ー
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
新
た
に
加
わ
っ
た

貴社のクラウド41
お任せくださいlj･‘
ここぷこ;7’T
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地域の皆様に僧籍のサービスをお届けします。一
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直
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ｶﾚｰかﾋﾟﾗﾌ､または焼きうどんに､ｻﾗﾀﾞ､ｽｰﾌﾞ､ｺｰﾋｰか紅茶が付

いた平日限定の日替わりﾗﾝﾁｾｯﾄ､女性にはﾃﾞｻﾞｰﾄも付<(1030円)

　　一

ごまをたっぷり練り込んだ生地とコボウの相性が抜群の「和風ピザ｣(Ｍ

サィズ1000円)

一
あ
Ｊ
Ｊ

一
こ
の
店

奉
。
奢

-，

○
笛
吹
市
春
日
居
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
『
　
　
“
　
　
S
　
~
　
　
X
&

な
い
料
理
と
し
て
始
め
た
カ
レ
ー
は
、
ス
パ
イ
ス
を
し
っ
か
り
と
利
か
せ
な

が
ら
も
、
目
当
た
り
は
ま
ろ
や
か
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
世
代
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。
季
節
限
定
で
地
域
の
果
物
を
取
り
入
れ
た

「
桃
カ
レ
ー
≒
ぶ
ど
う
カ
レ
ー
」
を
提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
「
カ
レ
ー
焼
き

う
ど
ん
≒
カ
レ
ー
煮
込
み
う
ど
ん
」
（
冬
期
限
定
）
も
人
気
。
ま
た
、
手
ご

ね
ハ
ン
バ
ー
グ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
鉄
板
に
載
せ
た
「
ハ
ン
バ
ー
グ
＆
ポ
テ
ト
」

や
、
生
地
に
ご
ま
を
練
り
込
み
、
ゴ
ボ
ウ
と
チ
ー
ズ
を
載
せ
て
焼
い
た
「
和

風
ピ
ザ
」
の
ほ
か
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
の
コ
ー
ヒ
ー
や
日
替
わ
り
の
シ

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
、
親
し
み
や
す
い
メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。

　
昨
年
５
月
に
は
、
入
学
を
卒
業
し
た
息
子
の
哲
平
さ
ん
も
店
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
加
わ
っ
た
。
「
お
客
さ
ま
や
ス
タ
ッ
フ
に
支
え
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」
と
ほ
Ｉ
苗
さ
ん
。
「
小
さ
な
お
子
さ
ん
も

安
心
し
て
連
れ
て
来
ら
れ
る
お
店
で
す
。
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
食

事
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。
店
の
片
隅
に

は
、
茂
夫
さ
ん
が
生
前
、
顧
客
に
向
け
て
し
た
た
め
た
メ
ッ
セ
Ｌ
ン
が
掛
け

ら
れ
て
い
る
。
コ
品
一
品
の
料
理
は
す
べ
て
手
造
り
で
す
」
－
。
そ
の
言
葉

に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
�
０
５
５
３
・
２
６
・
２
８
２
０
）

呻早苗さん(前列左)､息子の哲

陪ん(同右)とFウエストマウンテンJ

)ｽ対フ

　
桃
花
の
シ
ー
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
桃
の
出
荷
に
向
け
て
慌
た

だ
し
さ
が
増
す
笛
吹
市
春
日
居
町
。
石
和
地
区
と
並
ん
で
温
泉
郷
を
有

し
、
Ｊ
Ｒ
春
日
居
町
駅
や
国
道
１
４
０
‥
。
り
沿
い
に
は
、
地
元
住
民
や
観
光

客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
店
が
多
い
。
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
、
農
産
物
直
売
所
、

食
品
製
造
所
・
…
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
町
内
の
店
を
訪
ね
た
。

１
１
ｌ
Ｉ
‘
‐
‐
‐
Ｉ
｀
‐
ｉ
－
―
　
『

温
か
み
あ
ふ
れ
る
手
作
り
料
理

夫
の
遺
志
継
い
で
店
守
る

　
Ｊ
Ｒ
春
日
居
町
駅
に
ほ
ど
近
い
国
道
１
４
０
ひ
沿
い
で
西
山
早
苗
さ

ん
と
夫
の
茂
夫
さ
ん
（
故
人
）
が
昭
和
5
7
年
に
創
業
し
た
喫
茶
店
「
ウ
エ
ス

ト
マ
ウ
ン
テ
ン
」
は
、
西
部
劇
に
出
て
く
る
よ
う
な
板
張
り
の
店
構
え
が
目

を
引
く
。

　
音
楽
好
き
だ
っ
た
茂
夫
さ
ん
が
「
地
元
ミ
ュ
Ｌ
ン
シ
ャ
ン
の
発
表
の
場
に

し
た
い
」
と
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は
常
連
客
ら
が
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
カ
ン
ト

リ
ー
ソ
ン
グ
な
ど
を
披
露
す
る
ご
フ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
・
的
な
存
在
と
な
り
、
こ
れ

が
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
1
0
年
後
、
広
い
ス
テ
Ｌ
ン
を
備
え
た
現
在
の
店

舗
を
隣
の
敷
地
に
新
築
し
た
。

　
だ
が
、
新
店
舗
開
店
も
つ
か
の
間
、
茂
夫
さ
ん
は
病
に
よ
り
、
4
3
歳
と
い

う
若
さ
で
他
界
。
「
当
時
、
ま
だ
３
歳
だ
っ
た
息
子
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
と
、
夫
の
遺
志
を
継
ぎ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
店
を
続

け
ま
し
た
」
と
日
ｒ
偕
さ
ん
は
振
り
返
る
。
そ
し
て
週
末
に
な
る
と
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
ジ
ャ
ズ
や
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
、
ロ
ッ
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
生
の
演

奏
と
料
理
が
楽
し
め
る
店
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
演
奏
希
望
者
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
こ
こ
７
、
８
年
は

ラ
イ
ブ
を
開
い
て
い
な
い
そ
う
だ
が
、
温
か
み
の
あ
る
手
作
り
料
理
は
創

業
当
初
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
、
ほ
ふ
田
さ
ん
が
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
ま
か



ﾄﾏﾄの酸味を利かせたオリジナルソースが食欲をそそ

ーク＆ポテト｣(980円)

麺
や
つ
ゆ
に
こ
だ
わ
り

東
京
で
培
っ
た
味
届
け
る

　
Ｊ
Ｒ
春
日
居
町
駅
か
ら
約
１
０
０
Ｎ
南
西
で

広
瀬
幸
宏
さ
ん
が
営
む
「
新
宿
甲
州
屋
」
は
、
屋

号
が
示
す
通
り
、
昭
和
2
8
年
に
幸
宏
さ
ん
の
父
・

幸
平
さ
ん
（
甲
州
市
塩
山
出
身
）
が
新
宿
区
大
久

保
で
創
業
し
た
そ
ば
店
。
ず
成
４
年
に
こ
の
地
へ

移
転
し
、
東
京
で
培
っ
た
味
を
届
け
て
き
た
。
幸

平
さ
ん
の
孫
で
、
幸
宏
さ
ん
と
と
も
に
店
を
切
り

盛
り
す
る
幸
治
さ
ん
は
「
祖
父
は
1
5
歳
で
束
京

多くの人の舌を満たしてきた｢天ゼいろJCそぱ・うどん100〔〕円1

｀･|||嘲

木の温もりか感じられる店内｡ステージには大型スクリ

し､結婚式の二次会などで活用している

に
出
て
、
そ
ば
一
筋
に
精
進
し
て
き
た
人
で
し
た
の

で
、
こ
こ
に
店
を
構
え
る
時
、
屋
ひ
に
ど
う
し
て
も

「
新
宿
」
を
入
れ
た
い
と
主
張
し
た
ん
で
す
」
と

話
す
。

　
飲
食
店
が
ひ
し
め
き
合
う
新
宿
で
約
4
0
年

問
、
多
く
の
人
の
舌
を
満
た
し
て
き
た
と
い
う
誇

り
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
随
所
に
表
れ
て
い
る
。
そ
ば
粉
は

国
産
を
メ
ー
ン
に
、
一
部
を
石
臼
で
挽
く
。
「
そ
ば

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
候
の
違
い
で
茄
で
Ｌ
が
り
方

が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
粉
と
水
分
量
の

配
合
に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
」
と
幸
治
さ

ん
。
う
ど
ん
や
ラ
ー
メ
ン
も
提
供
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
麺
も
自
家
製
だ
。

　
そ
ば
汁
に
も
こ
だ
わ
り
、
新
宿
の
時
代
か
ら
収

'W
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．
Ｉ
ｊ

聶1

!4

，4

り。こ　　　　、………､､｡.j!iI

　カレー南蛮(そば・うどん､800円)は､ルーも手作り

xj

店内では7､8年前まで､アマチュアミュージシャンのラ･

れ､にぎわいをみせた

引
し
て
い
る
千
葉
の
業
者
か
ら
鰹
節
を
調
達
。
自

店
で
蒸
か
し
て
削
り
、
出
汁
を
取
っ
て
香
川
県
産

の
厳
選
醤
油
を
加
え
て
い
る
。
カ
レ
ー
南
蛮
に
使

う
ル
ー
も
手
作
り
だ
。

　
一
方
で
、
「
新
宿
で
営
業
し
て
い
た
時
と
大
き
く

異
な
る
」
と
い
う
の
が
、
団
体
客
へ
の
対
応
。
「
山
梨

で
は
無
尽
会
で
利
用
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で
、
メ

ニ
ュ
ー
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
」
（
幸
治
さ
ん
）
。
宴
席
で
は
刺
身
や
山
菜
、

キ
ノ
コ
、
鍋
物
、
丼
物
な
ど
を
出
し
て
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
る
。

　
オ
フ
ィ
ス
街
に
あ
っ
た
新
宿
の
店
は
、
多
く
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
そ
の
時
の
常
連
客
が

山
梨
へ
出
張
に
来
た
際
、
店
の
看
板
を
見
て
「
も

甘辛いタレが染み込んだ肉丼(800円)、ミニそぱかミニうどんが付いたセット

(900円)もある

そ
ば
汁
は
、
千
葉
の
業
者
か
ら
仕

入
れ
る
鰹
節
を
自
店
で
蒸
か
し
て

■
へ

毎朝､店内で焼き上lfる日讐わりシフォンケーキg5501

ブレーン､チョコチッブ､紅茶など種掴も●塞｡キリマン1

をベースにした「ウエストマウンテンプレンド･｣{560円:

緒に味わうÅも多い

し
か
し
た
ら
」
と
立
ち
寄
り
、
懐
か
し
い
味
を
楽

し
ん
で
い
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
と
い
う
。

「
祖
父
は
1
0
年
前
に
他
界
し
ま
し
た
が
、
そ
の
味

が
お
客
さ
ま
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
店
の
誇
り
」
と
幸
治
さ
ん
。
「
い
つ
ま
で
も
ご
愛

顧
い
た
だ
け
る
店
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
家
族
や

従
業
員
と
と
も
に
精
一
杯
、
美
味
し
い
も
の
を
届

け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
力
を
込
め
た
。
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そば粉の一部は店内の石臼で挽く|新宿甲州屋｣を営む広瀬幸宏さん(中央)一家
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とろけるような肩ﾛｰｽを使だ｢

1

製すきやき重｣0800円､税別

卜?l

lllllll
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自家製ごまだれと肉の旨みが絶妙に茸石

｢牛肉茶漬け｣(1200円､税別)

希
少
部
位
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
好
評

　
山
梨
温
泉
病
院
前
の
交
差
点
を
西
側
に
１
０
０
□
ほ

ど
入
っ
た
場
所
に
あ
る
「
炭
火
焼
肉
　
野
・
野
」
は
、
お
し
ゃ

れ
な
焼
肉
店
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
張
り
の
ホ
ー

ル
か
ら
池
を
望
む
店
内
の
し
つ
ら
え
は
、
ま
る
で
ホ
テ
ル
の

レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
だ
。
「
女
性
を
連
れ
て
行
き
た
く
な
る

よ
う
な
焼
肉
店
を
目
指
し
ま
し
た
」
。
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

こ
う
話
す
の
は
店
主
の
斉
木
治
男
さ
ん
。
東
京
の
有
名
ホ

テ
ル
で
５
年
間
、
一
流
の
お
も
て
な
し
を
学
び
、
2
6
歳
だ
っ
た

平
成
５
年
、
先
代
が
営
ん
で
い
た
旅
館
を
建
て
替
え
て
同

店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
提
供
し
て
い
る
肉
は
、
繊
細
な
軟
ら
か
さ
が
味
わ
え
る

最
高
ラ
ン
ク
Ａ
５
の
宮
崎
牛
が
メ
ー
ン
。
野
菜
は
契
約
農
家

で
あ
る
上
野
原
ハ
し
フ
ガ
Ｌ
ア
ン
な
ど
、
県
内
産
を
中
心
に

調
連
し
て
い
る
。
食
材
だ
け
で
な
く
、
味
付
け
や
肉
と
の
相

性
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
厚
切
り
の
ハ
ラ
ミ
は
、
ゆ
ず
コ
シ
ョ

ウ
と
漬
け
ニ
ン
ニ
ク
、
ト
ン
ト
ロ
は
大
粟
と
わ
さ
び
な
ど
、
斬

新
な
組
み
合
わ
せ
が
食
欲
を
そ
そ
る
。

　
昨
年
、
創
業
丿
周
年
を
迎
え
た
同
店
で
は
現
在
、
特
別

メ
ニ
ュ
ー
「
2
0
年
目
の
恩
返
し
」
を
展
開
中
だ
。
中
で
も
、
一
頭

で
数
人
前
し
か
取
れ
な
い
希
少
部
位
3
9
種
類
の
中
か
ら
、

2
0
種
類
が
一
切
れ
ず
つ
味
わ
え
る
「
希
少
2
0
部
位
食
べ
比

べ
」
が
好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ル
ビ
、
ロ
ー
ス
、
ハ
ラ
ミ
を

創
業
当
初
の
金
額
で
提
供
し
て
い
る
。

　
笑
ぺ
お
得
な
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
。
湯
引
き
し
細
切

り
に
し
た
牛
肉
を
自
家
製
ご
ま
だ
れ
と
絡
め
て
ご
飯
に
載

せ
、
ほ
う
じ
茶
を
掛
け
て
食
べ
る
「
牛
肉
茶
漬
け
」
や
、
軟
ら

か
い
肩
ロ
ー
ス
を
使
っ
た
「
特
製
す
き
や
き
重
」
が
女
性
客
ら

の
人
気
を
集
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
肉
の
味
を
引
き
立
て
る
ア

ル
コ
ー
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
な
こ
と
も
同
店
の
特
徴
で
、
県
産

ワ
イ
ン
と
外
国
産
ワ
イ
ン
約
７
０
０
種
類
を
常
時
取
り
揃

え
て
い
る
ほ
か
、
日
本
酒
や
焼
酎
も
希
少
な
銘
柄
が
並
ぶ
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
2
0
年
続
け
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
店
は
進
化
し
続
け
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
≒
節
目
を
迎
え
た
斎
木
さ
ん
は
笑
顔
で
こ

う
語
っ
た
。
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ｵｲｽﾀｰｿｰｽなどを隠し味に使った｢鶏の唐揚げ｣はｼﾞｭｰｼｰな味わい(840円、
税込み)

品
数
多
彩
、
昧
に
も
自
信

　
笛
吹
市
と
山
梨
市
の
境
界
と
な
る
国
道

１
４
０
号
の
交
差
点
近
く
で
中
村
和
善
さ
ん
・
ま

さ
美
さ
ん
夫
妻
が
営
む
「
中
国
料
理
　
北
京
」
は

創
業
か
ら
2
8
年
間
、
地
域
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い

る
店
だ
。
ラ
ー
メ
ン
や
政
子
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
酢
豚
、
麻

婆
豆
腐
を
は
じ
め
、
焼
き
も
つ
や
鳥
も
つ
、
う
な
ぎ

な
ど
も
提
供
し
、
中
華
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
メ
ニ
ュ
ー
が
常
連
客
や
家
族
連

れ
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
中
で
も
「
鶏
の
唐
揚
げ
」
は
、
創
業
当
時
か
ら

変
わ
ら
な
い
味
を
守
る
。
隠
し
味
に
オ
イ
ス
タ
ー

ソ
ー
ス
や
ナ
ン
プ
ラ
ー
を
使
い
、
３
日
間
漬
け
込
ん

で
作
る
ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
が
特
徴
で
、
持
ち
帰
り
で
注

文
す
る
人
も
多
い
と
い
う
。
ま
た
、
ピ
リ
辛
の
「
だ

ん
だ
ん
焼
き
そ
ば
」
は
、
ト
ー
バ
ン
ジ
ャ
ン
で
味
付

け
さ
れ
た
豚
ひ
き
肉
と
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
と
載
る

看
板
メ
ニ
ュ
ー
だ
。

一
方
、
「
料
理
の
‥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一翼だくさんの看板に。－｢たんたん煥そぱ｣に､焼きもつ､白鮭､スープ､漣糖が付いたセッ
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チ
リ
、
飲
子
、
う
な
ぎ
、
唐
揚
げ
な
ど
1
0
品
（
内
容

は
随
時
、
変
更
）
を
提
供
。
「
お
客
さ
ん
に
は
い
つ

も
「
「
こ
ん
な
に
出
る
の
？
」
と
驚
か
れ
る
ん
で
す

よ
」
と
ま
さ
美
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
創
業
以
来
、
「
価
格
を
１
度
し
か
値
上
げ
し
た

こ
と
が
な
い
」
と
い
う
の
も
同
店
の
誇
り
。
今
年

４
月
の
消
費
税
引
き
上
げ
で
も
、
税
込
み
で
記

し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
価
格
は
変
え
て
い
な
い
。
「
お
客

さ
ん
に
は
安
く
て
、
満
足
し
て
も
ら
え
る
料
理
を

提
供
し
た
い
ん
で
す
」
と
和
善
さ
ん
。
そ
の
気
持

ち
が
最
も
表
れ
て
い
る
の
が
、
３
８
０
円
と
い
う

安
さ
の
ラ
ー
メ
ン
だ
。
「
安
過
ぎ
る
こ
と
で
、
か
え
っ

て
味
を
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
ま
さ

笑
さ
ん
は
苦
笑
い
す
る
が
、
鶏
が
ら
、
豚
が
ら
、
和

凰
だ
し
を
そ
れ
ぞ
れ
じ
っ
く
り
煮
込
ん
で
ブ
レ
ン

ド
し
た
後
、
野
菜
を
加
え
て
さ
ら
に
煮
込
だ
ス
ー

プ
を
使
用
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
な
が
ら
も
、
深
い
味
わ

い
を
堪
能
で
き
る
。

　
脱
サ
ラ
し
、
横
浜
で
ラ
ー
メ
ン
店
を
５
年
間
経

営
し
た
後
、
地
元
に
戻
っ
て
同
店
を
開
業
し
た

和
善
さ
ん
。
「
『
こ
の
お
店
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
』
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
店
を
目
指
し
て
い
き

四
散
が
多
い
」
と
好
評
の
宴
会
　
た
い
で
す
ね
」
と
締
め
く
く
っ
た
。



美しい庭園が広がる店の敷地，

以前は先代が旅館を営んでいた。

。ごー･く

桃
メ
ー
ン
に
特
産
品
販
売
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
も

　
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
・
呑
口
居
支
所
に
隣
接
す
る
「
か
す
が
い
農
産
物
直
売
所
」
は
、

小
川
利
美
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
る
企
業
組
合
。
店
内
に
は
旬
な
地
元
産
の
農
作
物

を
け
じ
め
、
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
、
挑
の
シ
ロ
ス
フ
漬
け
（
コ
ン
ポ
ー
ト
）
と
い
っ
た
加
工
品
が
置

か
れ
、
観
光
客
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　
同
店
が
最
も
忙
し
く
な
る
シ
ー
ズ
ン
は
、
桃
の
出
荷
が
始
ま
る
７
月
か
ら
ブ
ド
ウ
の

収
穫
期
の
９
月
だ
。
中
で
も
同
地
区
特
産
の
桃
は
、
共
選
所
で
厳
選
し
た
も
の
だ
け
を

什
入
れ
る
た
め
、
晶
貿
に
は
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　
「
立
ち
寄
り
の
お
客
さ
ま
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
電
話
で
宅
配
注
文
い
た
だ
く
リ

に･とに句な鵬産物が並ぶ店内

　　　　　　　　l

｢炭火焼肉野・野｣のスタリフ

最
大
4
0
人
を
収
容
す
る
座
敷
。
座
敷
は
全
部
で
３
部
屋
あ
り
、
地
元
の
無
尽

会
や
宴
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る

「
中
国
料
理
北
京
」
を
営
む
中
村
和
善
さ
ん
・
ま
さ
美
さ
ん
夫
妻

ピ
ー
タ
ー
が
と
て
も
多
い
ん
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
店
長
の
奥
山
和
彦
さ
ん
。
「
春
日

居
は
挑
作
り
に
最
適
な
土
質
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
農
家
の

方
々
が
畑
に
い
る
時
間
が
実
に
長
い
ん
で
す
。
丁
寧
な
作
り
で
甘
み
た
っ
ぷ
り
な
挑
を

生
み
出
し
、
そ
れ
が
リ
ピ
ー
タ
ー
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
。
同
地
区
の

挑
は
、
ハ
ウ
ス
で
な
く
路
地
栽
培
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
２
月
の
大
宵
の
影
響
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
「
生
育
は
順
調
」
（
地
元
農
家
）
と
い
う
。

　
共
選
所
が
運
営
し
て
い
た
直
売
所
を
引
き
継
い
で
開
店
し
た
の
は
平
成
1
8
年
。
地

元
住
民
で
企
業
組
合
を
結
成
し
、
こ
れ
ま
で
に
東
京
・
日
本
橋
に
あ
る
山
梨
県
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
富
士
の
国
や
ま
な
し
館
」
前
で
挑
の
花
を
配
布
し
た
り
、
桃
の
試

食
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
力
を
注
い
で
き
た
。
「
農
産
物
は
地
域
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
絶
好
の
ア
イ
テ
ム
。
挑
を
メ
ー
ン
に
据
え
な
が
ら
、
呑
口
居
の
魅
力

を
た
く
さ
ん
の
方
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
奥
山
さ
ん
。
同
店
の
挑
戦
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
だ
。

ﾐ~s;,"Z｡j㎜
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1
1

直売所などで販売されている｢赤尾製鮭所｣の製品町内の大手スーパーや地元の農産物L
10年ほと前からは鮭菓子の製造も手掛けている

飽
作
り
専
門
に
Ｉ
世
紀

手
間
暇
か
け
て
食
卓
へ

　
味
噌
汁
や
お
吸
い
物
の
具
と
し
て
用
い
ら

れ
る
粧
。
食
卓
で
は
何
げ
な
く
目
に
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
店
の
こ
だ
わ
り
を
知

る
と
、
味
わ
い
方
が
変
わ
っ
て
く
る
に
違
い
な

い
。
国
道
１
４
０
号
・
春
日
居
駐
在
所
前
交

差
点
近
く
で
赤
尾
一
秀
さ
ん
・
美
里
さ
ん
夫

妻
が
営
む
「
赤
尾
製
粧
所
」
は
、
１
０
０
年
以

に
に
わ
た
っ
て
粧
作
り
を
続
け
て
き
た
と
い

う
歴
史
を
誇
る
。

　
年
季
が
入
っ
た
製
造
機
械
が
並
ぶ
中
、
赤

尾
さ
ん
丸
麦
は
予
を
休
め
る
こ
と
な
く
作
業

に
程
を
教
え
て
く
れ
た
。
ま
ず
は
、
「
切
り
込

み
價
」
に
原
料
と
な
る
小
麦
粉
と
グ
ル
テ
ン
を

入
れ
て
生
地
の
ペ
ー
ス
を
作
り
、
「
練
り
込
み

機
」
で
生
地
を
練
っ
て
か
ら
特
注
の
窯
で
1
0
～

Ｊ
分
焼
く
。
す
る
と
、
長
さ
3
0
惣
ほ
ど
だ
っ
た

生
地
の
塊
が
倍
以
上
に
膨
れ
、
出
来
上
が
り

は
ま
る
で
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
よ
う
だ
。

　
コ
番
気
を
使
う
の
が
切
り
込
み
の
段
階
。

こ
れ
が
お
ろ
そ
か
だ
と
、
き
め
の
細
か
い
粧
が

で
き
ま
せ
ん
。
小
麦
粉
と
グ
ル
テ
ン
は
季
節
や

気
候
に
応
じ
て
配
合
量
を
少
し
ず
つ
変
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
し
、
仕
入
れ
る
原
料
自

体
も
そ
の
都
度
、
状
態
が
微
妙
に
異
な
る
の

で
、
一
度
試
し
焼
き
を
し
て
か
ら
、
そ
の
日
の
配

分
量
を
決
め
る
ん
で
す
よ
」
と
一
秀
さ
ん
は
話

す
。

　
焼
い
て
か
ら
も
手
間
暇
が
か
か
る
。
工
場

２
階
で
乾
燥
作
業
を
行
う
の
だ
。
夏
場
は
Ｉ

目
、
冬
場
は
２
日
ほ
ど
風
を
当
て
て
乾
燥
さ

せ
た
後
、
用
途
に
応
じ
て
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

形
に
裁
断
し
て
、
よ
う
や
く
出
荷
に
こ
ぎ
っ
け

る
。
「
梅
雨
の
時
季
は
湿
気
が
多
く
、
乾
燥
小

足
だ
と
カ
ビ
が
生
え
て
し
ま
う
。
‥
坂
終
工
秤

ま
で
神
経
は
抜
け
ま
せ
ん
」
（
一
秀
さ
ん
）
。

農
産
物
直
売
所
な
ど
に
卸
し
て
い
る
。
「
粧
は

鍋
に
入
れ
た
り
、
だ
し
汁
に
浸
し
て
天
ぷ
ら
と

し
て
食
べ
て
も
美
味
。
親
子
丼
の
鶏
肉
の
代

わ
り
に
使
え
ば
ヘ
ル
シ
ー
で
す
し
、
タ
ン
パ
ク
質

が
豊
富
な
の
で
、
細
か
く
摺
り
ド
ろ
し
て
、
赤

ち
ゃ
ん
の
離
乳
食
と
し
て
使
う
方
も
い
ま
す
」

と
美
里
さ
ん
。
コ
イ
の
餌
に
も
適
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
石
和
の
旅
館
か
ら
の
注
文
も
多
い
と

い
う
。

　
ま
た
、
1
0
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
駄
菓
子
と
し

て
根
強
い
人
気
を
誇
る
麹
菓
子
の
生
産
も

行
っ
て
い
る
。
今
の
銑
菓
子
は
黒
糖
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
が
、
同
店
が
手
掛
け
る
の
は
、
昔
の

駄
菓
子
屋
に
あ
っ
た
ピ
ン
ク
色
。
懐
か
し
さ
が

漂
い
、
卸
し
先
に
も
好
評
だ
。

　
「
副
業
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
父

（
専
平
さ
ん
）
か
ら
聞
い
た
話
だ
と
、
私
で
６

代
目
に
な
る
そ
う
で
す
」
と
一
秀
さ
ん
。
食
の

多
様
化
に
伴
い
、
「
県
内
で
粧
を
製
造
し
て
い

る
の
は
数
軒
程
度
と
な
り
、
生
産
量
も
ピ
ー

ク
時
に
比
べ
滅
っ
て
い
る
」
と
言
う
が
、
「
オ
ー

ト
メ
ー
ン
ョ
ン
で
作
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
真

心
込
め
て
手
作
り
し
て
い
Ｑ
Ｍ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
で
力
を

合
わ
せ
て
良
質
な
商
‥
皿
を
良
ヴ
に
届
け
て
い

き
た
い
で
す
」
と
穏
和
な
大
悟
で
話
し
た
。
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」
l
a
g

貼
ｈ
即
貼
付
大
小
さ
ま
さ
ま
な
形
に
切
る
「
裁
断
機
」
（
同
左
下
）
な
ど
砿
季
の
入
沿
製

｀………TﾌｦS4･,～

作
る
「
練
り
込
み
楼
」
（
写
真
右
）
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
よ
う
に
焼
き
上
が
る
［
焼
き
窯
］
（
同
左

タ

克き上けた鮭は工場2階で乾燥させる

訟忿ご作りしていることを知ってもらいたい｣と話す店主の

//�｝､田川出{､吊



温
泉
郷
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

2
0
周
年
で
客
室
リ
ニ
サ
・
Ｉ
ア
ル

　
陪
吹
川
洽
い
の
国
道
４
１
１
号
を
車
で
走
っ
て
い
る
と
、
丸
み
を

帯
び
た
屋
根
の
高
層
建
築
物
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
笛
吹
市

内
の
建
物
で
は
最
も
高
い
地
上
約
5
0
□
、
呑
口
居
温
泉
郷
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
的
な
存
在
と
し
て
、
多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
い
る
の

が
、
人
五
竜
二
さ
ん
が
社
長
を
務
め
る
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
「
ホ
テ
ル
呑

口
口
居
」
で
あ
る
。
。

　
平
成
６
年
に
オ
Ｌ
フ
ン
し
た
同
ホ
テ
ル
は
1
2
階
建
て
。
ア
ル
カ
リ
性

田
ｙ
純
温
泉
の
人
浴
場
、
1
5
種
類
の
薬
石
と
温
泉
を
使
っ
た
県
有
浴

施
設
、
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
の
ほ
か
、
各
種
会
合
や
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
利
用
で

き
る
大
・
中
・
小
の
宴
会
場
な
ど
を
備
え
、
和
食
会
席
料
理
と
中

国
コ
ー
ス
料
理
を
提
供
。
鍛
Ｌ
階
に
あ
る
ワ
イ
ン
バ
ー
で
は
甲
州
ワ
イ

ン
を
味
わ
い
な
が
ら
、
甲
府
盆
地
の
夜
景
が
堪
能
で
き
る
。

　
栗
田
地
帯
が
広
が
る
こ
の
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
も

充
実
さ
せ
て
い
る
。
Ｉ
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ち
よ
だ
」
で
は
、
朝
食
の
バ
イ

キ
ン
グ
料
理
に
新
鮮
な
佻
（
７
月
）
と
ブ
ド
ウ
（
８
月
）
を
川
意
、
地
元

農
家
と
提
携
し
、
７
月
は
農
園
で
桃
狩
り
（
送
迎
付
き
、
―
個
試
食

３
個
持
ち
帰
り
で
１
０
８
０
円
）
が
楽
し
め
る
ブ
ラ
シ
を
展
開
す
る
。

　
ハ
／
年
４
川
で
副
業
2
0
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
を
侃
に
・
ズ
‥
寧
の
一
部
を
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I攬鬘のランドマーク的な存在として観光客を･lけλれる|ホテル春日居」

リ
号
Ｉ
ア
ル
。
６
階
の
部
屋
は
和
モ
ダ
ン
に
し
つ
ら
え
、
1
0
階
の
洋
室

は
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
≒
フ
ァ
ミ
リ
ー
≒
カ
ッ
プ
ル
」
な
ど
、
部
屋
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
て
ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
、
現
場
目
線
谷
テ
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
な
が
ら
改
装
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
2
0
周
年
事
業
と
し
て
は
、
年

間
を
通
じ
て
特
赦
部
門
で
の
企
画
や
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
も
展
開
し

－
一
ｓ
‾
’
Ｆ
．
’
‾
１
７
９
＆
４
”
;
ａ
‐
&
‐

て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

　
フ
ル
ー
ツ
狩
り
を
け
じ
め
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
武
田
信
玄
ゆ
か
り
の
寺

社
や
史
跡
な
ど
、
峡
東
地
域
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
拠
点
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
る
同
ホ
テ
ル
。
支
配
人
の
安
田
剛
さ
ん
は
一
建
物
だ

け
で
な
く
、
お
も
て
な
し
の
面
で
も
温
泉
郷
を
け
ん
引
す
る
。
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
‰
心
な
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
」
と
話
し
か
ド
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�
０
５
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２
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bる大浴場はアルカリ性単純温泉､日帰り入浴(食事､休憩部屋付きで

聯一もひる

創業20周年を機に客室の一部をリニューアル｡6階は和モダン(写

真上)､10階はホテルスタッフがアイデアを出し合って､しつらえにこ

だわった(同下)

1
5
種
類
の
薬
石
と
温
泉
を
使
っ
た
薬
石
浴
施
設
「
嵐

の
湯
」
は
テ
ト
ッ
ク
ス
効
果
か
期
待
さ
れ
、
女
性
に
好

評
。
宿
泊
者
以
外
も
２
５
０
０
円
で
利
用
で
き
る

　
　
　
　
　
－
－

最
上
階
｛
1
2
階
｝
に
あ
る
ワ
イ
ン
ハ
ー
か
ら
は
甲
府
盆

地
の
夜
景
が
楽
し
め
る

ら1iiy

yl･S11;-I，

｢ホテル春日居｣のスタッフ｡中央にあるホテルのジオラマは､テョコレート

ごできている

lや宴会客をもてなす和食会席料理{写真上}と中国コース料理【同下】
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創
こ
雌
感
・

一
山
梨
県
立
美
術
館

ガ
イ
ド

甲
府
市
貢
川
１
の
４
の
２
７

Ｓ
０
５
５
ｊ
２
２
８
１
３
３
２
２

　
県
立
美
術
館
の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
み
ん
な
で

つ
く
る
美
術
館
（
み
な
び
）
」
は
、
大
人
、
子
ど
も
、
障

害
者
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
展
覧
会
。
本

年
度
は
特
別
展
「
生
誕
２
０
０
年
ミ
レ
ー
展
－
愛

し
き
も
の
た
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
ー
」
と
連
携
し
た
内

容
で
、
６
月
1
9
日
（
木
）
か
ら
８
月
５
日
（
火
）
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
館
内
外
で
開
催
す
る
。
さ

ら
に
今
年
は
「
ミ
レ
ー
の
ま
な
ざ
し
で
描
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
布
に
自
由
に
表
現
す
る
作
品
の
募
集
を
行
っ

て
い
る
。
展
覧
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
も
随
時
募
集
中
。
詳
し
く
は
「
み
ん

な
で
つ
く
る
美
術
館
実
行
委
員
会
事
務
局
」
（
�
０
５
５
・
２
２
８
・
３
２
５
且
ま
で
。

　
ま
た
、
６
月
2
4
日
（
火
）
か
ら
９
月
2
3
日
（
火
・
祝
）
ま
で
開
催
す
る
夏
の
常
設
展
示
は
、
「
開
館
3
5
同
年
－
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
あ
ゆ
み
」
第
４
期
と
し
て
、
１
９
９
４
～
１
９
９
９
年
に
収
蔵
し
た
作
品
を
紹
介
す
る
。

　
今
回
の
展
示
は
、
三
枝
茂
雄
や
の
む
ら
清
六
の
墨
彩
画
、
浜
田
知
明
の
「
初
年
兵
哀
歌
」
シ
リ
ト
ス
、
コ
ル

ヴ
ィ
ッ
ツ
や
バ
ル
ラ
ッ

ハ
の
死
を
テ
ー
マ
に
し

た
版
画
な
ど
、
人
間
の

苦
悩
や
業
（
ご
う
）
を

捉
え
た
作
品
が
多
く

見
ら
れ
る
の
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
郷
土
作
家
シ
リ
ー

ズ
展
で
紹
介
し
た
鈴

木
美
江
、
山
田
耕
三
、

石
井
精
一
、
山
川
輝
夫
、

水
出
湯
平
、
早
川
二
三

郎
、
窪
田
知
矩
の
作
品

も
櫛
っ
。

J 〃 = = - ＝

昨年の｢みんなでつくる美術館｣で行われた甲府市内でのワークショップ

男-

特別晨F動く!光るり魔法の雙術キネティックアート｣

　6月１５日(日)まで

常設題示｢開館S5周年－コレクションのあ吻みRI｣

　6月24日(火)～9月23日(火・祝1
－ . j ･ ㎜ ･
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一

一

山
梨
県
立
博
物
館

県
立
美
術
館
、
文
学
館
、
博
物
館
、
考
古
博
物
館
は
小
・
中
・
高
校

生
な
ど
の
観
覧
料
が
無
料
と
な
り
ま
し
た
。
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ｓ
ら
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鯨
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笛
吹
市
御
坂
町
成
田
１
５
０
１
の
１

　
　
�
０
５
５
１
２
６
１
‐
・
２
６
３
１

･4.｡。lll

　
県
立
博
物
館
は
、
６
月
７
日
（
土
）
か
ら
シ

ン
ボ
ル
展
「
広
量
の
不
二
三
十
六
景
」
を
開
催

す
る
。
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
１
周

年
を
機
に
、
浮
世
絵
風
景
画
の
名
手
・
歌
川
広

重
に
よ
る
富
士
山
を
テ
ー
マ
と
し
た
連
作
「
不

三
十
六
景
」
の
全
作
3
6
点
を
一
挙
公
開
す
る
。
ひ
と
足
先
に
夏
の
気
分
が
味
わ
え
る
「
大
江
戸
市
中
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
■
一
１
１
ｊ
Ｓ
Ｉ
９
１
＝
Ｕ
Ｉ

夕
祭
」
を
は
じ
め
、
情
緒
豊
か
な
広
量
の
風
景
画
の
世
界
を
満
喫
し
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。
観
覧

に
は
常
設
展
の
観
覧
券
が
必
要
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

1
4
口
（
土
）
午
後
３
時
か
ら
学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
（
事
前
予
約
不
要
）
を
行
う
。

　
６
月
の
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
2
1
日
（
土
）
に
博
物
館
の
庭
を
解
説
付
き
で
散
策
す
る
「
お
庭
の
見
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
ガ
イ
ド
」
（
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
を
開
催

夕祭」大江戸市中七･歌川広重｢不二三十六景

す
る
。
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
、
雨
天
の
場
合
は
中

止
。
ま
た
、
2
8
日
（
土
）
は
開

館
生
涯
学
習
室
で
古
文
書

講
座
「
富
士
山
に
関
す
る

古
文
書
を
読
む
１
」
（
午

後
１
時
3
0
分
～
３
時
）
を

開
催
す
る
。
聴
講
は
無
料

で
、
事
前
申
し
込
み
（
�

０
５
５
・
２
６
１
・
２
６
３
１

県
立
博
物
館
）
が
必
要
。
開

ロ
に
は
同
館
体
験
学
習
室

で
「
古
文
書
相
談
日
」
も
開

か
れ
、
手
持
ち
の
古
文
書
に

つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で
受

け
付
け
る
（
午
前
1
0
時
～
午

後
１
時
）
。

‐訓脆“-¨‾………‾'‾1 1　　………
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a055・2S5・80aC目立文学館

　
県
立
文
学
館
で
６
月
2
9
日
（
日
）
ま
で
開
催
中

の
企
画
展
「
村
岡
花
子
展
　
こ
と
ば
の
虹
を
架

け
る
～
山
梨
か
ら
ア
ン
の
世
界
へ
～
」
で
は
、
花
子

の
起
伏
に
富
ん
だ
生
涯
を
追
い
な
が
ら
、
花
子
が

残
し
た
童
話
や
翻
訳
の
数
々
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
作
家
の
古
屋
信
子
が
花
子
へ
宛
て
た
１
９
２
８

（
昭
和
３
）
年
２
月
８
日
消
印
の
葉
書
＝
写
真
＝

に
は
、
書
き
出
し
に
「
今
夜
営
を
の
せ
た
小
さ
い

私
の
小
屋
の
中
の
ス
ト
し
フ
の
ほ
と
り
で
し
み

じ
み
と
「
王
子
と
乞
食
」
を
読
み
ま
し
た
」
と
あ

る
。

　
吉
屋
は
１
９
１
６
（
犬
正
５
）
年
、
「
少
女
画
報
」

に
発
表
し
た
「
陀
内
語
」
で
人
一
匹
乍
駝
ヒ
ま
Ｉ
ッ
、

冷
工
大
印
『
一
‘
ｙ
’
・
‐
に
へ

八
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て
親
交
が
あ
っ
た
。
古
屋
が
読
ん
だ
『
王
子
と
乞

食
』
は
、
平
凡
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
マ
ー
ク
・
ト
ゥ

エ
イ
ン
作
の
児
童
文
学
『
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｐ
ｒ
・
－
ｎ
ｃ
ｅ
ａ

ｎ
ｄ
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｐ
ａ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
』
の
花
子
の
翻
訳
本
。

花
子
は
１
９
２
６
（
昭
和
元
）
年
に
病
で
幼
い
息

子
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
こ
の
本

を
刊
行
し
、
翻
訳
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し

た
。
葉
書
で
吉
屋
は
、
「
面
白
く
て
面
白
く
て
た

ま
ら
ず
三
嘆
し
て
一
息
に
読
み
終
リ
ま
し
た
」
と

率
直
な
感
想
を
送
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
花
子
の
「
赤
毛
の
ア
ン
」
翻
訳
原

稿
や
、
友
人
・
柳
原
白
蓮
と
交
わ
し
た
書
簡
、
愛
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¶7:00(入館は16:30まで)

l:00－19:00(士､日､祝は18:00まで)

．１６､２３､ａｏ日
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一
山
梨
県
立
考
古
博
物
館

甲同宿北口２の日の1

a055･255･IQ10i回立図書館

甲
府
市
下
曽
根
町
９
２
３

　
県
立
考
古
博
物
館
は
、
今
月
も
子
ど
も
向
け
、
一

犬
人
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。
ま
Ｉ

ず
、
毎
年
恒
例
の
考
古
学
講
座
で
は
「
考
古
学
が

語
る
甲
斐
国
の
城
下
町
」
と
題
し
、
戦
国
時
代
か

ら
近
世
に
か
け
て
県
内
に
開
か
れ
た
武
田
、
谷
村
、

Ｎly｀1f

9:00～17:00(最終入館は16:30)

㎜

6月2､9､16､23､30日

一般一大挙生‥・・・・210{1701円

・a5廉・}C健廉価贈証辱持●)､障害者手植を柏嘸の窓とその介�者li植刺

-

-

　
【
美
し
い
科
学
技
術
の
映
像
】
県
立
科
学
館
は
６

月
７
日
（
土
）
か
ら
2
2
日
（
日
）
ま
で
、
メ
ー
ン
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
「
～
サ
イ
エ
ン
旬
～
科
学
技
術
の
『
美
』
パ

ネ
ル
展
」
を
開
催
す
る
。
科
学
研
究
や
技
術
開
発
の

中
で
生
ま
れ
た
「
美
し
い
現
象
」
や
「
感
動
の
Ｉ
コ
マ
」

卜-サイ・ン句－科学植11･jのｌハjJし屡｣い:・｣;|大申恰懇暁子】

�館暗闇

9:30～17:00(感銘入館は16:30)

休館日

6月２､９､１６､２３､３０日

a6月24日-一27日は､スベースシアター休止日

貿靉笥"･･･

3月の主なイベント

〉かいぶらりnukunukuあそぴあい②

　6月8日(日)午前10時～正午交流ルーム101

〉かいぶらりnukunukuあそびあい③

　6月22日(日)午前10時～正午交流ルーム101

)山根基世氏トーク＆朗読会

　6月28日(土)午後2時～多目的ホール

510(420)円

210(170)円

一般一大李生

小・中・高校生

- 一 一

ｌ附立|周一脈【ま年1回､金歯料の点検作業を行います｡6月3日

火】～6月9円!月)は｡閲覧工IUアをごI利用いただけませんので、

'･｀仰耀のほど･お願いいたじます。

-1-（）|肉は20喘jj上の闇値l･1会､豪一撃児無料.小・中・高聘・詞ll』雀橿学植生は.士

・ｌ髄料.●t凛孚轜を梢揃の方とその脅威１､６Ｓ違・上1値・俣・;1辱－・jli鮪刹
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一
山
梨
県
立
科
学
館

甲
府
市
費
宕
町
３
５
８
の
１

�
０
５
５
・
２
５
４
１
８
１
５
１

- -

新
府
、
甲
府
の
各
城
下
町
に
つ
い
て
全
４
回
の
講
演
会
が
催
さ
れ
る
。
１
回
目
の
６
月
８
目
（
日
）
は
、
武
田

信
玄
の
父
・
信
虎
が
開
府
し
、
武
田
家
が
滅
び
る
ま
で
甲
斐
匡
の
中
心
と
な
っ
た
武
田
城
下
町
に
つ
い
て
解

説
す
る
。
以
後
、
７
月
６
日
（
目
）
、
2
0
目
（
目
）
、
８
月
1
7
日
（
日
）
の
全
４
回
を
受
講
す
れ
ば
ズ
城
下
町
マ
イ
ス

タ
ー
証
」
を
交
付
す
る
ほ
か
、
１
回
ご
と
の
受
講
も
可
能
。
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
県
立
考
古
博
物
館
（
�

０
５
５
・
２
６
６
・
３
８
８
１
）
ま
で
。

　
風
土
記
の
丘
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
学
習
会
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
博
物
館
」
が
開

か
れ
る
。
６
月
巧
日
（
日
）
の
「
土
製
耳
飾
リ
づ
く
り
」
で
は
、
天
然
の
粘
土
を
便
っ
て
透
か
し
の
入
っ
た
耳
飾
り
Ｉ

鋼
｀
　
を
作
成
、
ひ
も
と
ビ
ー
ズ
を
付
け
て
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
６
月
７
口
（
土
）
、
1
4
口
（
土
）
、
2
8
日
（
土
）
の
３
回
に

わ
た
り
、
一
般
を
対
象
に
「
縄
文
土
器
作
り
体
験
（
有
孔
土

器
・
有
孔
鍔
付
土
器
）
」
を

行
う
。
秋
の
特
別
展
（
1
0
月

８
口
上
に
関
連
し
、
太
鼓
説

も
あ
る
有
孔
（
鍔
付
）
上
器

づ
く
り
の
、
粘
土
練
り
か
ら

野
焼
き
ま
で
の
す
べ
て
の
工

程
を
体
験
す
る
。
い
ず
れ
も

古
代
の
「
も
の
づ
く
り
」
を

体
験
で
き
る
絶
好
の
機
会
。

参
加
費
は
「
土
製
耳
飾
リ
づ

く
り
」
が
無
料
、
「
縄
文
土

Ｅ
器
作
り
」
は
２
０
０
０
円
が

｀
必
要
。
申
し
込
み
、
問
い
合

ｔ

２
ｔ
Ｍ
ｇ
Ｊ
Ｑ
Ｇ
Ｈ
ｔ
＠
Ｊ

い
わ
せ
は
風
土
記
の
丘
研
修
セ

ザ
ノ
タ
上
�
ｏ
５
５
・
２
６
６
．

心
５
２
８
６
）
ま
で
。

　
あ
な
た
は
大
切
な
人
に
本
を
贈
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
・
山
梨
県
で
は
本
年
度
、
本
を
贈
る
習

慣
を
広
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
書
推
進
を
図
る
事

　
　
　
　
　
　
　
業
を
展
開
し
ま
す
。

　
県
立
図
書
館
で
も
、
市
町
村
の

図
書
館
、
行
政
機
関
、
県
内
の
書

店
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地

域
で
読
書
活
動
に
携
わ
っ
て
い

る
方
々
な
ど
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し

た
。

　
こ
の
事
業
、
「
や
ま
な
し
読
書

舌
訪
足
鼠
罫
襄
一
な
ビ
ヒ
い
う

な
ど
を
集
め
た
写
真
贋
だ
。
展
示
の
画
像
は
、
科
学
技
術
団
体
連
合
が
研
究
者
か
ら
公
募
し
た
も
の
で
、
芸
術

写
真
と
は
ひ
と
昧
違
っ
た
美
し
さ
、
報
道
写
真
と
は
違
う
劇
的
な
瞬
間
な
ど
、
科
学
技
術
の
映
像
の
数
々
が
楽

し
め
る
。
時
間
は
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
3
0
分
ま
で
）
で
、
無
料
（
入
館
料
別
途
）
。

　
【
七
夕
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
】
６
月
ア
日
か
ら
７
月
1
3
目
（
日
）
ま
で
の
土
・
日
・
祝
日
の
み
、
幼
児
か
ら
小
学

校
低
学
年
向
け
の
キ
ッ
ズ
≒
フ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
七
夕
の
お
は
な
し
」
を
開
催
す
る
。
満
天
の
星
に
包
ま
れ
な

が
ら
、
「
織
姫
星
」
と
「
彦
星
」
の
見
つ
け
方
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
た
後
、
「
七
夕
」
に
つ
い
て
の
番
組
を
上

映
す
る
。
時
間
は
、
午
前
1
0
特
3
0
分
～
1
1
時
巧
分
。
定
員
各
回
１
６
０
名
。
大
人
３
１
０
円
、
小
・
中
・
高
校
生

１
２
０
円
（
い
ず
れ
も
入
館
料
別
途
）
、
幼
児
１
２
０
円
（
３
歳
以
上
、
入
館
料
無
料
）
。
当
日
、
観
覧
券
を
購
入
す

る
。

　
い
ず
れ
も
、
詳
し
く
は
科
学
館
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

「
や
ま
な
し
読
書
活
動
促
進
事
業
」
ス
タ
ー
ト

少
々
。
お
堅
い
・
名
前
で
は
あ
り
ま
す
が
、
内
容
は
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
大

切
な
人
に
自
分
の
思
い
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
「
本
を
贈

る
」
と
い
う
形
で
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
読
書
も
も
っ
と

身
近
な
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
事
業
は
３
つ
の
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
と
「
本
」

「
読
書
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
の
か

ら
月
2
8
日
（
土
）
、
県
立
図
書
館
で
開
催
さ
れ
る
「
や

ま
な
し
読
書
活
動
促
進
事
業
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー

ジ
」
で
す
。

　
当
日
は
午
前
中
に
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
披
露
や
、

河
刀
ヨ
葛
姶
良
と
Ｅ
需
給
、
裔
吉
、
出
版
蜀
係
の

方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
午
後
か
ら
は
館
長
企
画
事
業
の
Ｉ
つ
と
し
て
、

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
山
根
基
世
さ
ん
＝
写
真

＝
を
お
招
き
し
た
「
ト
ー
ク
＆
朗
読
会
」
も
行
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。



Ci士スバルライン開通50年

y夏のマイカー規制は５３日間

富士北麗と富士山5合目を結ぶ富士山有料道路(富士スバルライン､延長

4.Pﾛ)が開通50周年を迎えた｡利便性の向上に伴い､富十登山の起点は

1から5合口に主流が移り､同所は一大観光地として定着した。

富士スバルラインは1964年4月1日に開通｡麗の料金所から5合目まで､車

引)分程度という手軽さから利用は伸びた｡県道路公社によると､開業年に

｢15万台だった通行台数は､1969年には30万台を突破｡近年は20万台

､上で推移し､昨年は約22万7000台だった。

こjJ
‘‰il

ヌjl'jしヮｉノの宛既如祝うハレー同１９６４年】

　　　　　　　　　　　　　一一

　一方で渋滞綴和や環

境保全を目的に､同公社は

1994年から一般車両の

通行を一定期間制限する

|マイカー規制｣を開始｡今

ぱは過去最長となる5311間

(7月10目～8月31日)実

施する｡富士山の世界文化

遺産登録により､国連教育

科学文化機関(ュネスコ)

||IJ界遺産委員会が環境保

全を求めていることも考慮

した。

'ンドネシアの学生や業者来県
fナリーや高校などで交流

fンドネシアのワイン業界関係者や高校生がこのほど来Ｓした｡同国から

l光客誘致を進めている県の事業の一環で､リイナりーの視察や県内の

flﾓと･交流した。

jイナリーを訪れたのは､インドネシアソムﾘエ協会のアレクサンダー・エッ

=ンディ会長ら4人｡甲州市のワイナリー3ヵ所を訪れ､甲州伺ワインなどを

火した｡エッフェンディ会長は|インドネシアでは日本でワインを造っている

を知る人が少ないのか現状だが､山梨のワインはインドネシアでも好まれ

ぴ2･と思う｣と話した。

一方､ジャカルタの高校生ら36人は修学旅行として県内を訪れた｡甲州

っ大善寺でちょうもん作りを体験した後､甲府市の山梨学院高でクラプ活

?見学した｡|司校にはサヅカーJ】・ヴァンフ堵－レ甲府(ＶＦ甲府)のイルフ

選手が生徒の激励に訪れた｡インドネシアで絶大な人気を誇るスター選

〕登場に､生徒からは大歓声が上がった。

Jjりれli.｣を仏験･d4島松乍＝申d･|･|け1一大資馮

県立リニア見学センター

団体予約3万1000人超す

[菊遍圧【aSi

　都留市小形山に開館した県立リニア見学センターの新館｢どきどきリニア

館|をコースに組み込んだ団体旅行か人気を集めている｡センターには5月

8日までに､約580件の団体旅行で約3万1700人の見学申し込みがあっ

た｡バスツアーでは､既に定員が埋まったものもあり､関係者は新たな観光拠

点になると期待している。

　はとバス(東京都)は5､6月に同センターをコースに組み込んだツアーを7

回計画し､３月に募集を開始｡各回42人の募集はすべて満員となった｡セン

ター入館には一般の事前予約は不要だが､県は団体旅行は事前申し込み

を呼び掛けている｡県リニア推進課によると､東京都や神奈川県､愛知県など

リニア中央新幹線沿線都県を中心に､来年1月までの見学申し込みが相次

いでいる｡フルーツ狩りなどと組み合わせた旅行会社のバスツアー､老人クラ

ブや高校などの団体旅行が見られるという。

!9守り一戸r,？十･ンタ新館｢どきどyJ＿ア即|

[赤毛のアン]焼き菓子完成
県立大生が考案､甲府のカフエで販売

　山梨県立大学の学生が､｢赤毛のアン｣シリーズに登場する菓子をヒント

に､オリジナルのタッキーを作った｡甲府市出身の翻訳家・村岡花子が主

人公の連続テレピ小説｢花子とアン｣の放送をきっかけに､市中心街を盛り

上げようと考案し､カフェで販売している。

　クッキーを作ったのは国際政策学部の学生｡同市丸の内1丁目のカフェ

店主から提案を受けて昨年末から試作を始め､ナッツ入りジンジャークッキ

ーとフルーツケーキを商品化した｡個性を出そうと､クッキーの生地に県産の

米粉を使用｡作中でブランデーを重ね塗りして作られているケーキも｢アル

コールか苦手な人でも食べやすいようにjと､ラム酒漬けのドライフルーツに

変えた｡クッキー作りに携わった久保田光貴さん(同大2年)は｢菓子をきっ

かけに中心街や甲府市に興味を持ってくれる人が増えたらうれしい｣と話

している。

チ･ガソ入1.｣61りヽ.･りi,.ク･.･jキを９ろ？俘

拓
働
専
一
・
一
一
瀞
‐
‐
‥
ｉ
一

1振･仙川(ma凶l、但



バナジウムで高耐光性の潰黒色
　県富士工業技術センターの上垣良信研究員は､繊維の天然染料を使

った染色において､バナジウムを発色補助剤とすることで､従来では困難

であった高い耐光性と濃い黒色染色を同時に可能とする新しいﾐF法を開

宛した。

　上垣研究員は､県環境科学研究所(現・富士山科学研究所)の長谷

川達也主幹研究員､山梨大学の佐藤哲也崔教授らと共同で2011年から

体系的に研究を進めている｡富士山周辺の地下水や湧水に含まれている

バナジウムに着目し､さまざまな組み合わせを試したところ､約0.1％のバナ

ジウム化合物を含む水に繊維を浸した後､80～100゜Cで植物タンニン(ポ

リフェノール化合物の一種)を多く含む｢ゴパイシ｣(ウルシ科のヌルデの木

にアブラムシか寄生することでできる虫こぶ)溶液を使って染色したものが

最も濃黒色となり､耐光堅ろう度(光に対する色の耐久性)か高いことが分

かったというにの手法を郡内地域の染色加工業・繊維製造業へ技術移

転して､現在はネクタイやストールなどの商品開発か進められている。

急速加熱でマグネシウムを加工

- 一 一

　県工業技術センターは､神奈川県の金属製造会社などとともに､軽量化川部材と

して注目されるマグネシウム合金の加工時間を短縮する加熱方法を開発した｡コイ

ルを使った｢誘導加熱｣という方法で､約6秒で450度までマグネシウムを急速に加

熱し､加工することができるという。

　センターによると､間発した方法はコイルに発生する磁界により金属を急速に熱す

る｡局所的に熱することができるため､従来とは異なり金属板全体を熟しなくても加エ

が可能｡また､温度計で昇級管理するので発火する可能性も低い｡技術開発に携わ

ったセンターの鈴木大介研究員は｢自動車､電車などの軽量化を普及するための技

術として役立てばうれしい｣と話している。

畷こご

II r.r:?L,Iり,j,;りLZ,，jクIに‘･;………

バナジウム発色補助剤を用いたネクタイ

県内各地で採取されたさまざまな色の土

県内各地の土の色データ化
　地域固有の色を定義し､地場産品のデザイン考案に役立てて
、
二回言詐言雪祭言ご二㎜

71ヵ所で上を採取し､計145色をデータ化した。

　串田主任研究員は約2年がかりで山地を中心に県内各地を､同気採取した土は

乾燥させ､不純物を除去するなどして上そのものの色を出した上で､色の明るさ､色

合いなどの数値を測定した｡土の色は茶色､黄色､ベージュなど|汲色糸が多いが､早

川町内では青色系統､笛吹市内の若彦トンネル付近では白い土が見つかるなど､場

所によってさまざまな色があることを発見した。

　串･田主任研究員は山梨県固有の地域資源､歴史資源の模様､形状などを調査し、

｢デザインアーカイブ｣として中小企業などに公開する準備を進めている｡土の色デー

タは種類を今後も増やしていく予定で､活用例としては､峡中攻城のオレンジ色を使

った洋菓子作りの計画があるという。

　毎日の天気予報が気になる､梅雨の季節が近づいてきました｡こんな時季だからこそ､雨具を新調

､てリフレyシュした華やいだ気持ちになりませんか?

　｢富士の国やまなし館｣では､140年もの歴史を誇る織物メーカーが製造した傘やその傘生地を

1ったエコバッグを販売しています｡作りが丁寧なこちらの商品は､ご自分で使って気に入った方

β､家族や友人にプレゼント用として購入するために再来館されるような高いクオリティーです。

　私も愛用していますが､水切れがよく生地がしっかりしていて､とても使いやすいです｡便利な使

･捨ての傘が市場にたくさん出回っていますが､良いものを大切に長く愛用する良さが実感できる

!品です。

　ご婦人用､紳士用､長傘､折りたたみと種類も豊富です｡ぜひ､お気に入りの1本を見つけにご来

1ください｡スタッフー同お待ちしております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(富士の国やまなし館店長森原和加子)

富士の国やまなし館へのアクセス

東京都中央区日本橋2-3-4日本橋プラザビルIF

堀(嗣心吟９回
�03-3241-3776(物産)

�03-3243-8600(観光)

●JR東京駅八重洲北口から｢さくら通り｣経由徒歩４分

●東京メトロ銀座線･東西線｢日本橋駅JB3出□から徒歩1分

●営業時間11:○○～19:30

j 7･jildSjjJj,jjd,』!･1JII

’
尽
Ｊ

...●･M

フェイスブックhttp://www.facebook.com/↑･yamanashi.kan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「いいね!」をお願いいたします!）
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|賜.yl.閉･法寺あじきい祭り

(21日～29日　富士川町･小雷山妙法寺)

　古刹の絢ある境内一面に､色とりどりのアジサ

イ約2万株が咲き乱れる｡地域の人たちが出店す

る模擬店コーナーでは､地元特産のユズを使った

ゆず餅､ゆずうどん､ゆす･菓子などを販売｡また期

闘中､親子写生大会やよさこい踊り､和太鼓演奏な

どのイベントが行われる｡入場料200円(アジサイ

を育成､管理するための協力金)。

�C556･22･7202(富士川町役場商工観光課)

゛'TTさかなっぱ市

況8日　甲府市地方卸売市場)

　3ヵ月に一度､一日限定で市場を一般開放し､買

い物を楽しめるイベント汀魚｣と｢菜っ葉｣にちなん

で名付けられた｡水産物や青果の仲卸業者が､新

鮮な魚や野菜､果物を安価で販売｡マグロの試食

や切り売りなどが人気を集める｡特別商品の販売

などもあり､毎回､大勢の人たちでにぎわう｡午前

10時～午後零時。

�055･22B･1745(甲府市地方卸売市場)

I.･I･ |I II･:･:I.･.･1:17･II..JI-'11
･･3111

オ丙

皿Ｓ
●聖節山梨県●発行山梨日日新聞社●印刷サンニチ印刷

／

シ
●一色ホタルまつり

(25日まで身延町･一色地区)

　田園風景が広がる同地区では､一色川沿い数脳

にわたり､自然発生した数干匹のホタルを鑑賞す

ることがでさる｡フ日は一色地内でメーンイベント

を開催｡地元住民が手作りした[ホタル蕪]やほう

とう､山菜などを販売するほか､歌謡ショーなどが

行われる｡また期間中は､町営駐車場内に案内所

を設置｡ホタル保存意のメンバーが常駐して､ホタ

ルの鑑賞スポットなどを案内する。

�0556･62･1116(ホタルまつり実行委員会)
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〔2015年4月１２日まで韮崎市ふるさと偉人資

料館〕

　韮崎市大雄町に本籍のある作家・山本周五郎

は､山梨を題材にした作品を多く残した｡問屋で

は､韮崎市を舞台に描かれた戦後初の新聞小説

r山彦乙女jの初版本や｡小説に登場する市内の

場所を紹介したパネルを屋示している｡また､へそ

曲がりを意味する｢曲軒｣と呼ばれた周五郎の語録

や､交流のあった人々､略年譜などを紹介｡その人

間性や作品の魅力にスポットを当てる｡9月７日か

らは｢後編｣として資料の一部を入れ替える。

aO551･21･3636(韮崎市ふるさと偉人資料館)

●与勇輝喜寿記念第一部「人形蕎術の世界｣展

(9月１７日まで河口湖ミューズ館)

　日本を代表する人形作家・与勇輝さんが今年、

喜寿を迎えることを記念し､長年の制作活動の中

で生み出された代表作を中心に約１００点を展示。

少女の表情を細やかに表現した｢のりちゃん｣をは

じめ､シンデレラをイメージした初期の作品｢灰か

ぶり｣や､含本題さん原作の｢フォトストーリーニ

｢iiiii¬
ご案内　　ｉ

一一

／≒´

ョン

／ 　
－
‐
ｊ

６

ングルJのために制作された｢ニングル･チュモ

などが並ぶ｡また､｢大沢拓也展～漆膠画のIJ

を同時開催している。

�0555･72･5258(河口湖ミューズ館)

与勇暉｢の０も孵引

●ダウン症の天才書家｢金津翔子書品展｣

(6月１５日まで近藤浩一路記念南部町立亨

館)

　生後間もなくダウン症と診断されながら､ふ

書家としての地位を確立し､全国的に活躍すg

渾翔子さん｡東日本大震災の被災地を訪れた|

感じた気持ちを表現したという作品をはじめ、

歳の時から取り組む代表作｢般若心経｣など杓

点を展示｡純粋で無垢な人柄を反映したダイ

ミックな書が並んでいる。

�0556･62･9292

(近藤浩一路記念南部町立美術館)

拘
ｒ

　「ザやまなし」（定価257円･消豊税込み）の定期購読をご希望の方は､下記へお申し込みください。

●山梨県内在挫響晟樹りの山梨日日新聞販売店｡または御店へ

●山梨県外在佳者山梨日日新聞社出版部r〒40C一日515甲府市北口2-a-IC aO5S･p31･31051へ

そ･お知らせ…消費税率アップに伴い､４月号から税込み定価が257円になりました｡本体価格は238円で変わりません。
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レシート応募キャンペーン開催収

JAグループ山梨農産物直売所で

農産物を買ってプレゼントをもらおう!

山
利
水
’
ｙ
ふ
ヨ
て
よ
・
「
／
１
●

,AJAｸ'ループ山梨士ｿﾞ宍

山
梨
を
食
べ
て

ま
だ
土
の
つ
い
た
大
地
の
匂
い
の
す
る
野
菜
や
農
家
の
方
々
の
蓼
作
り
惣
菜
、
地
元

の
．
Ｌ
芸
品
な
ど
、
自
然
豊
か
な
恵
み
を
う
け
た
山
梨
の
良
材
を
生
産
者
が
直
に

販
売
し
て
い
る
の
が
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
梨
農
産
物
直
売
所
。
直
売
所
は
、
そ
の
場
所

に
行
か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
数
々
の
素
敵
な
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

個
性
的
な
直
売
所
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

李節の農産物

　　　豪写真はｲﾒｰｼﾞ1･す

拍ご100名様

士

わ

連

ＪＡ喧沢村

ＪＡこｉ野

JA豪農や遷なＬ

11･14jl･j,'i,lilllllの農4jili.･一物をll:植Lていjt｡

●

　　ヴァンフォーレ甲府

選手･サイン入りｺﾝﾌｨｯﾄｼﾔﾂ

　　抽選r10名様

ＪＡクレイン

ＪＡ中巨摩束部

ＪＡ共済連山梨

１

多
刳＼柳

　鵬

　　ピーチジュース

　　　15缶七ｯﾄ

抽と250名様

jAフルーツ||』梨

jAlf府宙

]AIII・厚生達

一 一 一 一 一 一 一 一

ＪＡふえふき　ＪＡ西ハ代

ＪＡ梨北ＪＡ山梨中発会

山梨県農畜産物販売強化対策協議会

－ － - － ヽ ･－ ･ 一 一

●参加直売所／山梨県内26の農産物直売所(チラシをご参照ください)

●応募方法／参加直売所で期間中､専用応募用紙に500円以ﾄ.のレシーﾄを貼り､必要事項をご記入の士.応募してください．

●応　募　先／参加直売所に置いてある専用応募箱

●キャンペーン期間／平心6年6月1目(ロト7月31[1(木)

●発
●注意事

お問い合わせ

表／厳正な抽選の上､賞品の発送をも、て発表に代えさせていただきます。

項／お一人様何日でもご応募いただけます｡但し1枚の応募用紙につき1rlとさせていただきます。

　　ご応募いただいた用紙(レシート含む)はご返却できません。

　　個人情報は当企画のみ使用いたします。

　　また､ご意見に関Ｌましては今後の運営､次回の企画の参考にさせていただきます。

11j梨県農畜産物販売強化対策協議会
- 一 一

〒400-8530山梨県甲府市飯田トト20　TEL055-222-6733

一 一 一 一
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　20　　　　　’‾゛ltる場合かあります｡尚､解約の場合
　　　　　　　　　　には撤去費かかかります｡詳細は8tM
戮　　　　

‘｀お間いりわせくさい。

２４

０円むｺﾞぶ自認

　　　　ｷ1ﾂﾍﾞｰﾝ期間H26630まで　　の契約となilます｡　　　ｓ

ISISIS甲府(:4rx/　甲府支局甲府市富士見1.4.24�055-251-7113

受付時間AM9:00~PM5:30　　°　　　南支局　中央市西花輪4443�055-273-8111

東支局笛吹市石和町広瀬196.1　昔055-262-7111

北支局韮崎市藤井町北下値280.1�0551-22･8111
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